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　第1次大戦後，とくに1920年代に主要先進資

本主義国において，戦後の経済再建,ﾆ資本主義

的秩序の維持，安定をはかるための組織的な取

り組みとして合理化運動が展開された。　この合

理化運動は当時産業合理化とも呼ばれ,しそこで

は，過去のどの時期より右集中的かつ強力に合

理化が取り組まれたのであるが，なかでもこの

ような取り組みが最も徹底的かつ組織的におし

すすめられたのはドイツにおいてであった。

この時期の下イツにおいて当時のどの資本主

義国よ:りも,∧またドイツめ過去のどの時期より

も合理化が集中的かつ強力に取り組まれねばな

らなかったのは，ドイツ資本主義，ドイツ独占

企業がおかれていた歴史的条件によるものであっ

たノも;と/よりこの時期のドイヅ合理化運動はド

千ツ独古企業の復活，発展の過程であったが，

そこでは，第1次大戦によってもたらされた諸

結果，すなわち,ヴェルサイユ条約による植民地

の喪失,コ領土の割譲，巨額の賠償金支払いの強

制などの国外的諸条件と，11月革命において労

働者に認められたｰ-定の経済的譲歩（8時間労

働日，賃金制度の改善，労働組合と協約賃金の

承認，失業保護など）によってもたらされた特
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ドイツにおける標準化運動の展開と合理化（山崎）

　筆者はすでに1920年代の合理化の時期めドイ

ツにおけるフォード・システムの導入による合

理化の展開をとくに流れ生産方式の導入につい

て考察を行っているが(9)本稿懲は，このよう

な大量生産方式の基礎をなす標準化の問題につ

いて具体的な考察を行い，この時期のドイツに

お廿る標準化の進展とそこでの合理化の特徴を

明らかにしていぐことにする。

ｎ。ドイツ合理化運動と標準化運動

　　１．合理化の推進と標準化

　まず1920年代の合理化の時期に牡ける標準化

の推進のための取り組みのなかで，ドイツの企

業において標準化がどのようにおしすすめられ

たかをみていくことにしよう。=ここでは，まず

ドイツ合理化運動のなかで，標準化（規格

化ｏ））がどのようなかたちでおしすすめられ，

そこでは何か問題･とされたのか，その下イツ的

な特徴とは何であったか，をみておくことにし

よう。

十標準化は↓920年代の合理化の時期にみられた新

しい問題ではなく，資本主義生産が始まり，発展

していくなかで，とくに機械工業T右は機械の改良

などをとおしてはやくから問題にされてきた。そこ

でまず第１次大戦前の標準化・規格化の動きをみ

ると，テイラー・システみの導入に積極的に取り

組み,寸ドイツのデイラー」とも呼ばれたＧ．シュ

レジンガーは，工業規格統一への努力を行ってい

る。1910年に彼はしドイッエ作機械工業者連盟

Verein deutscher Werkzeugmaschinenindustrie-

lienにより設定された統一ネジ制定規格委員会No-

rmenausschuβトzur Schaffu面eines Einheitsg-

ewindesの委員長の任を引き受け，更に翌年には，

ドイツ技師協会Verein Deutscher Ingenieure

（ＶＤＩ）とドイツ技師工場連盟Verein Deutscher

Maschinenbauanstalten,ドイツ工作機械工業

者連盟,）ドイツ造船所連盟Verein Deutschscher

Schiffs-Werftenはシュレエジンガーに対し，多数

存在するネジ規格にっいてのそれぞれの利用度と

利用形態，ネジ規格統一化に関する各企業の見解

についての調査を委託した。そこでは，「アンケ¬

３

ト調査を行ったドイヅ企業360社中206社が回答

を寄せ,コうち少ぐとも183社，すなわち回答柴

行った会社のうち約90％という高い割合が規格

の統一に賛成七でいるCll)」とされている。

＝　ここでこの時期の規模化・標準化の取り組み

の事例をみると，例えば電機工業では,ﾀﾞ安価な

量産品生産の前提をなすレ部品の規格化，互換

性化による少程単純化・類型化製品の生産も進

展七だ。それは，精密加工手段や精密測定手段

という技術的条件の達成とともに，設計の規格

化や測定基準の設定といういわばソフト面の条

件設備によって可能となった。　とくに部品の規

格化と製品の標準化についてみると，ここでも

ＡＥＧが先進例をなすとされている。すなわち，

「社主ラーテナウが基本的と見なした『生産の

技術的合理化』は，とくに『規格化と類型化』

にかかっているとされ，『すでに90年代に，一

方では原材料，半製品在庫を削減し，他方では

特別仕様品の納期を短縮するため心，量的に最

重要な個別部品の規格化に努めた」とされてい

る。「さらにその上。ドイツ電気技術者連合Ve-

rband Deutscher Elek廿otechniker (VDE)の

設立直後からすでに連合は電機工業全体のため

の規格化，類型化事業の担い手とならたが，…

連合のこごの事業全体においてラーテナウは指導

的位置を占めた」とされている。同社の中で互

換性規格部品による標準化製品量産の代表的工

場は小型電動機工場(1897年設立）と器具工場

であったとされている。またジーメンス＆ノリレ

スケにおいても，少なくとも各工場単位では部

品の規格化と製品の標準化とは1890年以降ある

程度進められていたとされている。　とはいえ，

規格化・標準化は必ずしも一般的に問題なく進

展したのではなかったとされている（12）。設計

の統一・標準化と製品の少種化・単純化は，当

時ジーメンス＆ハルスケ社で見られた営業報告

書の規格化，経費配布の規格化と工場間統一の

試みとも相互に密接に関連づけられた系統的な

規格化の一環をなし，その最重要な位置を占め

るものとして推進されたといえるが，国際グルー

プ企業間・事業部工場間分業と技術的連関のよ

り有機的な濃密化を狙ったこの方向は，他の規
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また連続的な作業のための必要な諸条件を与え

ることによって大量生産を促進するのであるが，

専門化と連続性産はともに，技術的および産業

的に相互依存関係にある諸過程の一層注意深い

統合と調整を求める。あらゆる諸変化は，から

み合う諸過程のより系統的な調達およびより注

意深くかつ包括的な計画化の一層の重視を必要

とする。それゆえ,しそのような諸過程に適した

規格はそれ自体一連の包括的な均衡のとれた体

系に統合され，調整されねばならない(19)。そ

こでは，基本規格(Grundnormen)｡あるいは専

門規格(Fachnormen)として設定される規格

の体系化が求められるようになり，こうして，

規格化はひとつの協同活動としての性格をもつ

ようになる。吉田和夫氏が指摘されるように，

「合理化運動の一環として『ド子ツ規格委員会』

によって推し進められた規格化は，統合と調整

に基づく『規格の体系』，つまり一つの協同活

動を特色としていためである(20)」。

　ごのように，ドイツにおける規格化は，ドイ

ツ規格委員会という合理化宣伝・指導機関のイ

ニシアティブによって組織的におしすすめられ

ためであるが，ほば時を同じくしてアメリカで

も規格化・標準化の問題が「無駄排除運動」の

もとで取り上げられている。そこでは,て産業

における無駄の最も重要な原因は･，多ぐの製品

が多様に製造されているところにある」と考え

られ，商務省単純化局①ivision of Simplified

Practice of the Department　of　Commerce,

1921年設置）の指導のもとに主要工業製品の

「単純化」がおしすすめられた。　さらに「全国

製造業者協会やアメリカ技術標準委員会（Ａｍｅ-

rican Engineering Standard Committee, 1918

年設立）のような業者団体や技術者協会も，部

品・製品の「定形化」(fixed types),「fixed

c臨racteristics」の徹底による『標準化運動』

(standardization ｍｏｖement）を展開していう

た(21)」。このように，この時期にはアメリカに

おいても標準化運動がおしすすめられ，規格化・

標準化のための組織的な取り組みが行われてい

る。　しか七当時のド千ツにおいては，アメリカ

をはじめとする他の諸国よりも規格化・標準化

５

の運動が一層組織的かつ包括的におしすすめら

れたどいえる。歴史的にみると，ド不ツにおけ

る合理化運動は，組織を重視していたことによっ

て特徴づけられるが，あらゆる体系的な組織の

ための技術的および規定的な基礎は何らかの規

格の体系のなかに見出されるとされている(22)。

小島精二氏は1929年に，｢標準が単に伝統的に

慣習としで成立したに止まらず，科学的方法に

よって厳密に検討され√選定されるという点に

現代合理化運動の特性が存する(23寸と七だ上で，

｢最近標準化運勤め画期的特性｣として, (1)最

近各国に於ける企業集中及び独占化の発展，(2〉

同じく有力なる同業組織的諸団体の発展一そし

てその全体系の中央総括体の出現, (3)同七く国

家的統制政策の発展等，をあげている(24)が，

R. A.ブレイディは･，｢ドイツの経験は√恐ら

く標準化運動がドイツにおいては他のどのj国よ

りもいべらか体系的に組織され，そして成七遂

げられたという点においてのみ外国とは異なっ

ている尹)上として，こめ時期の標準化運動のド

イツ的特徴を指摘しているよ　　　　し

‥　２．企業集中と標準化の進展十

　合理化運動の一環としておしすすめられた下

イツのこのような標準化の取り組をみる場合に

考慮に入れでおかなければならないことは，合

理化運動の初期にみられた企業集中がこうした

取り組みの推進のための基礎を築き，それを促

進したということである。標準化は1920年代の

合理化の1時期にみられた新しい問題ではなく,=

特に機械工業などにおいて機械の改良などをつ

うじてはやくから問題にされてきたが，下イツ

でも,犬大規模な企業集中運動が行われ，産業組

織が高度な発展をとげた1920年代の合理化の時

期に標準化は広く重要視されるようになり，そ

の普及のための取り組みが本格的におしすすめ

られていくことになる。　この点に関して,ヶＲ.

Ａ.ブレイデ：イは，「ドイツ合理化運動は標準化

という点に自らの本流のひとつを見い出した。

このごとは当然のことであった。　というのは，

共同研究と同様に，ひとつめ集団活動としての

標準化は，ある成熟した産業体制においてのみ
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ドイツにおける標準化運動の展開と合理化（山崎）

　　３．ドイツ規格委員会の活動と規格の制定

　そこで，つぎにドイツにおいて規格化・標準

化がどの程度すすんだかをみていぐことにする

が，ここでは，まずドイツ規格委員会による規

格の提案および制定がこの時期にどの程度すす

んだかをみてい〉くことにしようし。

　Ｂ．ラウェッカーによれば, 1925年にはまだ

定型化および規格化の領域におけるドイッエ業

の諸成果はほんのわずかしかみられなかったと

されているている(34)。　ドイッエ業規格委員会

は1925年にグラーメンツ博士に委嘱して調査を

行っており，かれは180の工場あるいは企業を

視察し，そして1925年12月５日のドイッエ業規

格委員会の年次総会においで，自らの経験と印

象を報告しているが，それによると，前年末に

は，彼が視察した経営の55％はドイッエ業規格

の導入をまだまったく試みていなかったとされ

ている。ごくまばらな工場のみがそのすべての

生産にドイッエ業規格を適用していたにすぎず，

残りの工場は部分的な規格化に移行していると

ころであったとされている。　しかし，このよう

な調査結果について，グラーメンツはレド千ツ

エ業規格の導入がすでに多くの企業において喜

ばしい進歩をとげたとしており，一速め企業で

は，ドイッエ業規格の導入にはまだある程度の

障害かおるものの，それはあまり重大なもので

はなく，ドイッエ業規格の導入のための強い意

志が存在するところではどこでも，その導入を

妨げる障害もつねに何らかの方法で克服される

としている。ただ彼は，経営において規格の導

入の任務を任された人物がこうした任務の多方

面におよぶ諸要求に答えることができないとい

うことがしばしば問題点であるとしている。す

なわち，規格担当の技術者は，設計および経営

における豊かな諸経験と同様に，折衝における

高度な粘り強さと常識を兼ね備え七いなければ

ならないが，残念ながら規格化の実施を任され

ている要員には，この仕事の成功的な遂行のた

めに必要な影響力を彼らに与えるだけの経営内

部における地位がしばしば与えられていなかっ

たとしている。それゆえ，彼は，ド子ツエ業が

規格の導入のために必要な諸力を動員すること

了

が主たる課題の一つであるとみなしているo

こう七だなかで,ﾆ1917年に設立されていたドイ

ッエ業規格委員会が1926年にド千ツ規格委員会

に発展的に解消され，規格化の一層の推進のた

めの機関として組織され，規格化・標準化の取

り組みがドイツ合理化運動の一環においておし

すすめられたことは√このような問題を解決し，

規格化を広くおしすすめていく上で大きな意味

をもっていたといえる。　　　　　万　　　　　＼

犬もとより，ドイヅ規格委員会は，規格の制定と

並んで，規格の利益についての説明によっておよ

び実務上の諸方策によってそれを経済生活に導入

することを主要な任務としていたが，こうした任務

は，とりわけ，ドイツ技師協会によって発行かれ

る雑誌『機械製作』て｡Maschinenbau”）の付録

として出ている規格委員会の公的な機:関誌－ドイ

ツ規格委員会報(NDI-Mitteilungen)¬によっ

て行われている。そこでは，規格の提案および立

案が定期的に公衆の批判にゆだねられ，そして決

定された規格が公表される。またこめ会報におい

て，ドイツおよび外国におけるあらゆる領域の規格

北の諸活動の進歩についても報告される。さらに

作業委員会(Arbeitsausschuss)の定期的な会

議において，実りめ多い意見の交換によって，専

門家の間での意見の発表，活動範囲の限定および

多方面にわたる活動がはかられ七いる。　このよう

な口頭および文書での経験の交流の意義は本来

の規格化の活動をはるかに超えるものであり,･

そしてドイツの財の生産における進歩のための

本質的な刺激を意味するものであった（36）。　こ

のように，規格委員会による規格化・標準化の

ための活動はまさに十種の協同活動をめざして

いたのであるが，このことは，上述のグラーメ

ンツが指摘した規格の制定，導入のさいの組織

上の問題の解決にあたっても大きな役割を果し

ためであった。　　　〉

　このように，ドイツでは, 1925年頃までは,万

様々な産業諸部門において無数の定型が存在し

てお力，規格化された部品の利用ぱみたところ

なかなか普及するには至らなかづたとされてい

るが（3≒　ドイッエ業規格委員会が発展的に解

消され，ドイツ規格委員となった1926年以降に
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表2. 1925年末のドイツエ業規格(DIN)の数

種　　　　類 ドイツエ業規格の数

一般機械の製造に関するもの

工業に関するもの

自動車製造に関するもの

電機工業に関するもの

機関車製造に関するもの

建設業に関するもの

映画技術に関するもの

消防設備に関するもの

673

　9

　50

117

　76

150

　7

18

合　　　　計 1,100

(出所):F.Olk, Wo steht die Deutsche Rati-

　　　　　onalisierung ？，Ｄｉｅ　Ａｒbeit，3　Jahr-

　　　　　garg, 1926, S.31.

　　　　　B.Rauecker, Ｒａtionaliｓieｒｕｎｅｕ几ｄ

　　　　　Ｓｏｚｉａｌｐｏ臨山,Berlin, 1926. S.9　よ

　　　　　り作成

ある。全体の半分以上を占めている一般機械に

ついて更に詳しく見ると，制定された673の工

業規格のうち，一般的な基本規格に関するもの

が凪各種付属品および配管に関するものが39，

起重機に関するものが17，農機具に関するもの

が2，機械の部品に関するものが235,測定器に

関するものが26，技術に関する基本規格が168,

伝達装置に関するものが24，原材料に関するも

のが62，そして工具および工作機械に関するも

のが84となっている(3≒　i

　これまでの考察から明ら1かなように, 1920年

代の合理化の時期になると，個別の企業規格の

レベルを超えた統一規格が生み出され，広くド

イツ工業の規格化のための基礎が築かれ，それ

を基礎にして各工業部門の企業において規格化，

標準化が広く実施されたが，フォード・システ

ムの議論が活発になるにっれて，製品の定型化

(単純化)，部品の規格化レ肢体経営一工場・職

場－の特殊化，機械および工具の特殊化などの

生産の標準化肖)がドイツ工業においても主要

な合理化方策の一つとしで取り上げられるよう

になってくる。そこで，つ吉にドイッエ業にお

いてこのような合理化方策が実際にどのように

９

おしすすめられたか，またそれはドイツの企業

においてどのような諸成果をもたらしたかを主

要工業部門を取り上げてみていくことにしよう。

Ⅲ．主要工業部門における標準化の進展

　　１．電機工業における生産の標準化の進展

　まず電機工業をみると，そこ,では，他の工業

部門に比べてもより組織的かつ徹底的に標準化

がおしすすめられた。　ドイツ電機工業では，今

世紀初頭の独占の確立期にすでにジーメンスと

ＡＥＧの２大独占体による独占的支配体制が確

立されていたが，こうした集中化が非常に進ん

でいたことが標準化の進展を容易にし，促進し

たと言える。この点について, R. A.ブレイディ

は, 2, 3の大規模な製造業者への生産高の集

中は標準化の過程および規格の実際の導入を促

進したとしている（41）。また当時ドイツの電機

工業は輸出依存度が比較的に高く，それだけに

輸出市場におけるアメリカとの競争がとくには

げしかったこと，この時期の下イツ合理化運動

が主として「履行政策」をおしすすめんとする

電機・化学独占資本グループの主導のもとにお

しすすめられ(42)それだけに電機独占企業は

アメリカとの関係が強かったこともあって，電

機工業では，この時期にアメリカにおいてみら

れたような大量生産の実現が最も重要な課題の

ひとつとなっており，標準化のための組織的な

取り組みをおしすすめることが急務の課題となっ

ていた。

　ところで, R. A.ブレイディは，電機工業が

規格を重視していたことがその誕生のときから

の特徴であったとしているが，そこでは，電機

工業の「急」成長はその歴史を通じて，この工

業がそれによって躍進をとげたところの研究お

よびこの工業が供給し続けていた資源に依存し

てきたのとほとんど同じくらいに，組織的かつ

徹底的な標準化に綿密な，そして絶えまない注

意を払ってきたことによるものであるというこ

とが，近代的な産業制度の最も興味深い事実の

一つであるとしている。彼は，このことは少な

くとも一部は電機工業がまず弱電部門において
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拡大したという事実によるものであるとして，

電信および電話の通信機器をその例としてあげ

ている。弱電の領域における安価な，標準化さ

れた，互換性設備に重点がおかれていたことは，

重電の生産が現れたときに容易にそれに利用さ

れうる技術および適切な製造ならびに設計の方

法を提供したとされている(4 3)。　このように，

製品の定型化，部品の規格化のための取り組み

はまず弱電部門においてはじめられ，その後次

第に重電部門にも拡大されていったのであった。

　重電および弱電の両方の領域におけるドイツ

のこのようなはやくからの拡大は，この国の電

機工業が標準化運動に積極的な関心をもたせる1

ことになった。世界市場におけるドイツ電機工

業の地位の回復，および既存の工場や設備を徹

底的にオーバーホールし，そして合理化すると

いう問題に直面した大部分の産業の動力源とし

ての電気の一般的な利点が知られるようになり，

そして標準化の問題を一層重視させることになっ

た。この領域にはさまざまな一般的な関係組織が

存在しており，それにはドイツ技師協会をあげる

ことができるが，ドイツ経済性本部の傘下の様々

なグループおよび委員会，とくにドイツ規格委員

会，ドイツ電機技師協会(Verband Deutscher

Elektro-techniker),電機工業中央連盟(Zentｒ-

alvarbard Elektro-technischer Industrie),電大

力協会(Vereinigurg der Eiektrizitiits-werke),

ドイツ機械製造所連盟(ＶＤＭＡ)，さらに様々な

政府の諸部門，特に物理工学研究所(Physika↓i-

sh-Techische Reichsanstalt) －アメリカ規格局

(Amerikan Bureau of Standards)にほぼ相当

するー，およびそのほかのグループが，標準化の

活動を遂行するさいに個別企業と結びつきをもっ

ていた肖)。このように，電機工業における標準

化の取り組みは，この工業部門に深=い関わりあい

を持つ専門協会・団体などの協力のもとに，ひと

つの工業全体で組織的におしすすめられたことに

特徴がみられる。

　上述したように，ブイツにおける標準化運動

は，他のどの国よりも体系的に組織され，組織

的に取り組まれたという点において外国の場合

と異なっていたが，電機工業においては，その

会科学

活動の範囲ｿﾞは非常に広くにおよんでいる。その

活動は非常に抽象的かづ困難な標準化の諸問題

からさま/ざ/まなタイプの電気機器を使用する消

費者の十般的ﾉな案内のため=の規定の作成におよ

んでいたノ士うして，ぞれは，重量，寸法，測

定方法，評伍および統制の基本的な標準のよ

うなものを含んでおり，工作機械の操作および

互換性規格部品を最大限]に利用した生産の管理

のためす)規定,丿消費者の使用のための規定，電

圧，周波数√電流のタイプ，配線方法の標準化，

プラグ，ソケット，ランプ，コード，およびい

ろいろな設備の互換性めたﾚめの規定の作成，電

話送信の接続,□ラジオ局の設置，ﾆ苫情の申し立

て，および手形の支払のための規約の作成にま

でおよんでいたol呪

　このように，電機工業における規格化・標準

化の取り組斗ぱ非常に広範囲にわたって行われ

たのであるが√1920年代仁/は，流れ生産方式へ

の移行をおしすすめる上での管理上の諸変革が

おこなわれている。それは規格化・標準化の推

進にとって＼も重要な意味をもっていた。例えば

ジーメンズダ｡･｡･1シュケルド社においては，それま

での生産聯技術的および組織的な計画・設計は

｢本質的には経営技師や職長に任されていた｣が，

!920年代には，生産の合理化は(中央工場管理

部上げZ㈱謐レWerksve如司もｕｎが)の活動の中

心となり,……そして個々の工場の千ニシアティブ

と中央集権的な運営および統制との協力によっ

てはじめでジーメンスにおける合理化政策は厳

格なら分にな＼つたとされでいる。それまでの２

うの発展がﾉこのような変革を準備したむのであっ

た。すなわち，そのひとつ｡は, 1899年に設置さ

れた規格のための中央機関である｢規格部｣

(Normalie油iiro)でありく,しいまひとつは，｢作

業時間壮よﾉび出来高単価のｿ決定，道具の原価計

算およびそれに類似した計算の経営技術的諸要

素について積極的に合理化に関わること｣を任

務とする丁工場価格事務所｣(“Werks-Preisbiiro")

である(千丿既に存在してﾉいたこれらの２つの

組織を基礎にして，中央工場管理部は1920年代

には生産の合理化のための中心的機関として発

展することになるが，様々な部分的領域(搬送
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および貯蔵，製造および組み立て，保全および

保守，作業準備および設計)において合理化戦

略を展開しためしてみること，ﾀﾞそしてその経

済性を吟味することがジーメンスの個々の工場

の任務であったのにたいして，中央工場管理部y

の任務は，個々の工場における合理化の評価を

照合し，情報政策によってそれを一般化し，合

理化政策の重点を定め，そしてそのさい企業全

体の利益を貫徹させることにあった。　このよう

な｢上からの｣適応の圧力は一般的には直接的

な，権力主義的な方法で行われるのではなく，

中央工場管理部の政策の最も重要な媒介手段は，

個ケの工場とのレまた個々の工場間の上から組

織され，そして統率される経験の交流であり，

この事は経営技術会議によって，すなわち技術

情報や講演および出版物によって行われたので

あった(47)ｏ　　　　　　　　　■　■　　　　　　■

　こうして, 1921年2月にジーメンス・シュケ

ルトにおける第1回の経営技術会議(betriebste-

chnische Konferenz)が開催されたが，Ｃ.ケッ

トゲンは，その開会挨拶において，中央工場管

理部と個々の工場との関係がまだ非常に控え目

な状態であったことを指摘して｡　技術的な活動

のためのイニシアチブが今後は工場にあるべき

だと強調している(18)。　こうしたなかで，中央

工場管理部と個々の工場との緊密な関係を確立

するための機関として工場における作業部

(Arbeitsbiiro)の役割が重要となった。第1回

の経営技術会議では，｢工場における作業部｣

(“Arbeitsbiiro in den Werken")が大きな論

題とされたのであった。そこでは，このような

活動はまさに始まったばかりであることが明ら

かにされた。この会議においで各工場から多く

の報告が行われているが，ここで規格化のため

の取り組みをみて:おくことにずる。電動機工場

では,すでに1912年以降出来高部べAkkordbiiro)

が存在していたが, 1918年にそれはかなり拡大

され，作業部と改称されており，その任務は道

具の規格化に，とりわけ時間経済にあると報告

されている。また小型品製造工場は1肘3年以降，

工業施設部に合併された作業部をもっており，

この作業部は，まず自動施盤を計画的に用意す

11

ることに努めたが, 1919年半ばまで/に,＼すべて

の道具および機械の規格化√専用の道具保管庫

の創出。作業工程および作業時間の測定,‥あ石

ゆる道具の手入れ，そして各仕掛品のための作

業計画の策定が行われたと報告されている(49)。

　このようににジーメンス・シュケルドの工場

における組織の改革は，工場施没部と作業部と

いう２つの組織を拡大させることになったが，

同社における1920年頃の作業部のこのような全

般的導入は，｢科学的管理の組織的な導入のた

めの｣基礎を築いたのであうた。1920年から21

年にかけてめ中央工場管理部の年報が指摘七て

いるように，主要な工場において作業部が生み

出されており,‥この作業部は，工作機械の時間

研究，道具等の規格化によって科学的管理を実

現することを任務としていた。なかで払＼電動

機工場は作業部導入のペースメーカーであった

とされており(5°)，合理化運動が始まる1924年

までの電動親工場における合理化推進のための

取り組みは，時間研究の実施を促進するもので

あうたが，この時期の作業部の活動はレ流れ生

産方式の導入のための準備的活動:として重要な

役割を果たしたのであり，こうしたなかで，規

格化の九めの取り組みは組織的におしすすめら

れたのであった。△　ト

　十ごこで,」920年代の合理化の時期の電機工業

における規格化や標準化の推進の具体的な事例

をジーメンスおよびＡＥＧの独占的大企業につい

てみておくと，ジーメンス＆ハルスケでは, 1925

年10月１日から26年9月30日までの第31営業年度

には，前年ほどの注文は得石れなかったが，<定

型化，最も近代的な生産方法の利用，そのよう

な生産方法への同社の設計の適応および組織の

絶えざる発展によって同社の商品の製造原価を

引き下げようとすlる数年来続いている諸努力は，

とくに，同種のより大量の商品が問題となると

ころでは，成功したということが明らかになっ

たとされている。その結果，同社は，前年度に

比べて再び引き上げられた賃金および社会負担

にもかかわらず，より大きな利益を獲得したと

されている(5‰　この報告からも明ら1かなよう

に，ジーメンス＆ハルスケでは，この営業年度
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ものであった。このように，アメリカの3つのコ

ンツェルン，すなわちフォード，ゼネラル･モー

ターズおよびダッヂ兄弟社の３つのコンツェル

ンがアメリカの自動車生産のみならず，世界の

自動車の生産をほぼ完全に手中におさめていた

のであった（59）。

　こうしたなかで，ドイツにおける自動車生産

の立ち遅れを克服するために，企業集中による

大規模企業への生産の集中をおしすすめること

が最も重要な課題のひとつとなり，自動車工業

においても, 1920年代の合理化の時期に企業集

中が強力におしすすめられたのであった。

　ここで，この時期のドイツ自動車工業の生産

の集中度をみると, 1925年には, 799の事業所

が存在していたが, 1,000人を超える従業員を雇

用している事業所の数は23（全体の2.9%)であ

り，これらの事業所で働いている就業者は54,616

人となっており，ドイツ自動車工業の全就業者

195,920人のうちの57.0%を占めている（表３参

照）。合理化運動が本格的に展開された1924年

から29年までの間にドイツの自動車工業におい

ても企業集中がおしすすめられたが，こうした

集中化にもかかわらず，ドイツの自動車企業の

数および能力はなお需要を上回っており，すべ

てのドイツの大企業を含むひとつのトラストを

形成せんとする諸努力が数年にわたって行われ

てきたものの，ぎまざまな理由でこのような状

況のもとでは，理想的な解決は，恐らく「ビッ

13

ク４｣すなわちダイムラー・ベンツ，アドラー，

ホルシュおよびB.M.W.の合併であろうとされ

ている(6≒　ドイツの自動車企業は，こうした

過剰能力の整理を一方でおしすすめるとともに，

その一方で新しい技術的革新の導入(61)フォー

ド・システムにみられる流れ生産方式の導入な

どによって生産の合理化を強力におしすすめた

のであるが，狭小なドイツの自･動車の国内市場

に対してアメリカの企業の進出がドイツの自動

車企業の環境を一層厳しいものにしたといえる。

　すなわち，高率の保護関税にもかかわらず，

アメリカの自動車工業は，その製品をドイツ市

場にもたらすことおよびその販売をたえず増大

させることに成功したのであった。アメリカ車

の価格は，大きな関税負担にもかかわらず，ド

イツ車に価格競争で勝つことができ，このよう

な関税負担に耐えることのできるものであった。

アメリカとドイツの同クラスの自動車の価格を

比較した表４によれば，４気筒のフェートン型

自動車では，アメリカのオーバーランド車の1,989

マルクに対して，ほぼそれに匹敵するドイツ車

の価格は5,500マルクとなっており，フォード車

の価格は1,218マルクであったのに対して，それ

にほぼみあうドイツ車の価格は4,800マルクであ

り，フォード車の約4倍の価格であった。　また6

気筒の牛ヤデラックの価格は4,305マルクであっ

たのに対して，それにほぼみあうドイツ車の価

格は12,000マルクとなっており，アメリカ車の

表３．ドイツ自動車工業における1925年の就業者規模別の経営数および就業者数

就業者規模別

の企業規模

ヽ経　　営　　数 就　業　者　数

事業所 全体に占める割合(％) 就業者数 全体に占める割合(％)

　　10人まで

　ｎ人～50人まで

　51人～200人まで

201人～1,000人まで

　　1,000人～

347

261

115

53

23

43.4

32.7

14.4

6.6

2.9

1,683

5,996

10,414

23,211

54,616

1.7

6.2

10.9

24.2

57.0

合　　　　計 799 100.0 195,920 100.0

（出所）:Ｓtａtiｓtih　ｄｅｓ ＤｅｕtｓｃｈｅｎＲｆｆｉｃｈ.,Bd.418., 1930, S.28より作成
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表４．アメリカとドイツの自動車価格（単位：マルク）

４気筒のオーバーランド車の価格

　　フェートン型　　　　　1,989

　　リムジン型　　　　　　2,751

ほぼ匹敵するドイツi牡の価格

　　　　　5､500

　　　　　7.000

６気筒の牛ャデラックの価格

　　フェートン型　　　　　4,305

　　リムジン型　　　　　　5,019

ほぼ匹敵するドイツ瞰の価格

　　　　　12,000

　　　　　15,000

４気筒のフォード車の価格

　　フェートン型　　　　　1,218

　　リムジン型　　　　　　2,184

ほぼ匹敵するドイツ車の価格

　　　　　　4､800

　　　　　　6.800

（出所）:H.Weｉｓ,　Ｒａtionaliｓieｒｕｒｔｆｉii.れｄＡｒbeitｅ皿毎sse, Berlin,ﾅ!926,

S｡23.

2｡8倍の価格となっている。高級車であるリムジ

ン車でもほぼ同じ傾向をみることができる。そ

れゆえ，重量に応じて決められており，２ツェ

ントナー（100kg）に対して230－250マルクと

されていた高い関税および輸送の費用を加算し

ても，アメリカの価格はドイツ車のそれにはま

だ及ばないとされている（62几　もちろん，ドイ

ツの自動車企業は生産の合理化によって生産コ

ストを引き下げ，価格を引き下げることにある

程度の成功をおさめたのであり，戦前の価格を

100とすると1924年には125.2であった自動車の

販売価格は1929年にはわずか61.4となったとさ

れているがハ，ここでは，戦前のドイツ車の

価格がアメリカ車，とくにフォード車の価格を

大きく上回っていたことを考慮にいれておく必

要かおる。

　ここで，合理化運動が一定の進展をみ，その成

果がいわゆる「合理化景気」(Rationalisierungs-

konjunktur)として現われることになる1928年の時

点のドイツ自動車市場における各社の車種別の価

格をみると（表５参照），外国企業の進出によっ

て最も激しい競争が展開されていたのは表５に

おいて「中級車層」としてくくられている部分

であったが，そこでは，フォー下，シボレーと

いったアメリカ車の価格上の優位性には大きな

ものがあったといえる。この点について，西牟

田祐二氏は，「いま，シボレー，フォードＴ，フォー

　ドＡＦとい≒た2,000cc台グヘラスのアメリカ車の

=関税込み下:万゛ｲヽンlで万]動車市場販売価格が, 4,400R

Mから4,800RMといった水準にあるのに対して，

出力・排気量等でこれらと同格クラスにあると

思われるメノレツェーデス＝ベンツＴＹＰ２,000をは

七め，了下サー,l　シュテニヴァー，ヴァンデラー

といった代表的なドイヅメーカー車の価格は，

およそ6,500RM～7,800RMの水準にあった。　も

しこれらの庫種が，流入アメリカ車に比べて卓

越した性能＼･宍品質を示すごとができないならば，

その場合丿後者に対する市場競争力の劣性を免

れることはできなかったにちがいない(ｏ)｣と

指摘され七いる。このような状況のもとで，こ

の時期には√フォー･ドＴ型が含まれているこの

クラスの才丿リカ泉のド了ツ市場への強力な流

入がすすみ丿回その結果,＼ドイツ自動車(乗用車)

市場における外国車のシ土アの急激な増大がみ

られたレずなわち，表削こみられるように，ド

イツ

1927

年に

げる外国車のシェアは、

1928年には、39.4%√1929

ている。　またドイツの自

動車貿易の推移を示した表7をみても，合理化

連動が強行された1924年から28年までは輸入が

=輸出を人言]=仁Ｌ回⑤ておﾉり√ドイッの国内市場

における外国企業との競争が激化していること

がわかる。　　　　　　　∧

　こうした尨かで，自動車工業諸企業がアメリ
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表5　1920年代ドイツ自動車市場における各社各車種（ほぼ1928年時点）

　　　　　種　　　　　　国　　　出力　　　排気量　　車種

　(上級車層)

メルツェーデス・ペンツモデルs s

マイバッハ12

メルツェーデス・ペンツモデルＳ

キャディラック

ホ　ル　ヒ８

ビュイック

メルツェーデス・ペンツＴｙpニュルブルク

メルツェーデス・ベンツTyp300

　(中級車層)

メルツェーデス・ペンツ

アドラーStardard

シュテーヴァー

ヴァンデラーTyp wio-n

シトロンB14

フォードAF

シボレー

フォードＴ

　(小型車層)

アダム・オペル

DKWTyp4-8

ディクシ

ＤＫＷＴyｐＰ(2 takt)

ハノマーク

　ドイッ

アメリカ

　ドイッ

アメリカ

　ドイツ

″
作
　
が

μ
　
が

フランス

アメリカ

アメリカ

アメリカ

ドイツ

ひ
　
が

/ ／

/ ／

27/160/200PS

　　　　　150PS

26/120/180PS

　　　22/llOPS

　　　16/80PS

　　　18/80PS

　　　18/80PS

　　　12/55PS

8/38PS

10/45PS

　8/45PS

　8/40PS

　6/25PS

　8/25PS

11/30PS

12/24PS

4/14PS

　　25PS

3/15PS

　　15PS

2/lOPS

7,065cc

6,962cc

6,800cc

5,700cc

3,950cc

4,503cc

4,622cc

3,030cc

l,988cc

2,546cc

l,999cc

l,940cc

l,539cc

2,023cc

2,798cc

2,884cc

l,018cc

・ 980cc

7,548cc

　584cc

　502cc

2,050kg

1,890kg

2,000kg

1,980kg

2,200kg

1,565kg

2,150kg

1,800kg

1,150kg

1,190kg

1,250kg

1,150kg

1,190kg

1,075kg

　925kg

　840kg

660～

　　740kg

　　780kg

　　700kg

530～

　　600kg

　　430kg

販売価格

15

RM42,000

RM30,000

RM30,000

RM22,600

RM14,750

RM14,200

RM15,000

RMll,800

　RM7,800

n辻野00

RM7,500

回礼門oo

回心潔00

RM4,800

RM4,425

RM4,400

RM2,980

RM3,200

RM2,800

RM2,500

HI増Roo

（出所）：西牟田祐二「軍需企業としてのダイムラー＝ベンツ社－ダイムラー・ベンツ社の成立

　　　　と展開（四）－」『社会科学研究』（東京大学），第40巻第６号。 1989年3月, 147ページ。

表6　1920年代のドイツ自動車（乗用車）市場における外国車のシェア

ドイツの乗用車生産

ドイツ乗用車輸出

外国車のドイツ国内組立（Ａ）

完成外国車のドイツ輸入（Ｂ）

ドイツ国内の乗用車新許可約台数（Ｃ）

ドイツ乗用車市場における外国車

のシェア〔（Ａ十Ｂ）／Ｃ〕

1927(年)

　84,668(台)

　　2,688

約16,000

　11,383

約97,000

28.4%

1928

101,701

　4,578

27,781

18,274

118,761

39.4%

1929

92,025

　4,809

22,575

14,513

91,000

40.8%

1930

71

　3

17

12

78

960

898

102

567

000

28％

1931

58,774

8,332

6,978

3,343

78,000

17％

1932

41,727

　9,131

　2,026

　2,569

41,118

11％

（出所）：西牟田祐二「ダイムラー＝ベンツ社の経営戦略!920年代－ダイムラー＝ベンツ社の

　　　　成立と展開（二）」『社会科学研究』（東京大学），第39巻第１号。 1987年8月, 149ペー

　　　　ジ。
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表７　金額でみたドイツの自動車貿易

　　　　　　　　　　　　(甲位い0 0万尺Ｍ)

☆士
輸　　人 輸　出 収　　支

1913

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

目.5

37.9

69.2

51.3

胴.3

80.0

57.2

36,9

16.9

　8.2

　　86.9

　　19.5

　　24.6

　　固,7

　　30.-1

　　5ト9

　　削.0

　　詣j

　　/19.8

約16.6

　十72j

　－18川

　一利.6

　-一割.6

　･ -33.9

　-28.1

　　ェ3.8

　　＋6.5

　+ 32.9

約＋8.4

（出所）：大島隆雄「両人戦闘期のドイツ自動車工業（1）－とくケにナチス期のモータリゼージョ

　　　　ンについて……_り

力車流人という事態への対抗策としてとった最

も重要な方策の一つが，外国車の流入によって

最も激しい競争状態にあった「中級車川」より

もいっそう小型の，いわゆる「小型車」の生産

を行うといういわば「小号車」の生産を行うと

いういわば「小型車戦略」であった。なかで乱

オペル社は「1923年に，他社に先んじて生産改

革を断行し，排気量レJツタークラスの小や車

4／12PS（のちに4／14PS）のベルトコンヴェ

アーシステムによる大栄生産に乗り出した。そ

うして，価格引き下げとともに販売量・半産量

を累進的にのばして行くことにドイツで初めて

成功した」のであった。寸この『小型車』と大

量生産システム（＝『アメリカン・システム』）

との結合が，アメリカ車流人の間隙をぬってド

ヤン自動車企業各社がドヤン自動車市場におけ

る自らの地位を確保，なかんずくそこにおける

大衆自動巾巾場の形成へと突き進んでいく最も

重要な戦略であったと言ってよい］のであり，

大衆自動肝市場がこれら『小型車』川によって

形成の端緒を開きつつあったことが指摘でき

る口］とされている。　このように，自動車工

業においては，輸出l巾場における競争以トに閥

内市場におけるアメリカ巾この競争関係から，

標叩化さ杵だ製品の大守に産が急務の課題とな

り，そこで,ぱ,〕Ji型車や大衆車の大量生産がお

しすすめられたのであった。

　こうして，ドイツでもにこの時期に自動車工

某のはとん宍どすべての大企業において流れ生産

への転換がお=しすすめら友ﾌ=ることになったが，

そこではレごれらの企業のいくつかはアメリカ

的な生産の諸形態に非常に近づいたのに対して，

工場の建設においてはまったく

わげ完全な高級車やぜいたく車

う道をすすんだのであった(6‰

L述したように，アメリカでは，この時期に生

産と消費のj標準化がすでにすすんでいたのに対

してょドイy.……万万ヽ･ｼ.でCIま,m費者の個人主義が需要の

統………-を.=妙

リカのようぐにすすまなからたとされているが，

一一一方企業の側で乱「‾例えば自動車工業や造船

　業のよう:な重要な工業部門:の代表者たちは，彼

十らの絆限づ結合による合理化ぺの道を準備する

　かわりに丿子の工場の商標，その家族の伝統，

　その『独自＼性』などにしがみついている(67)｣と

　されている且このことは,◇とりわけ大型車や高

……級中丿)生爪仁みﾉられ大仏………=･ここでは，ドイツの

自勁巾………i･で業七=おいてフォん下でみられたような

　完令な時問的強制進行性がｰ-一般的であったと考

　えられていくる七して払　ドイツの鳥級車の生産
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においては，このような意味での決められた時

間の割り振りについてはどこでも論じられるこ

とがでぎるのではないことを確認しなければな

らないであろう。 Ｇ.デュフィグユユーは，そこ

では，たいてい一種の『弾力的な流れ作業』

(｡elastischer Flieβarbeit")を見い出すことに

なるとしている(68)。　したがって，コンベア・シ

ステムにみられる時間的強制進行性が確立され

た流れ生産方式の導入は，標準化のすすんでい

る大衆車や小型車の生産にのみみられたこと，

依然として大型車や高級車の生産に重点をおき，

このようなフォード的な流れ生産方式の導入が

ほとんど行われなかった企業も存在していたこ

とに注意しなければならないであろう。 1927年

および28年には，大型車や高級車の生産から小

型車や大衆車の生産への大がかりな転換べこれ

は需用の側からひきおこされた)および大型車

のなかでの6気筒車から8気筒車への転換は，か

なりの規模の新規投資を強制七たとされている

ように(69)生産の合理化がこめ時期に最も強力

におしすすめられたのは小型車および大衆車の

生産においてであった。

　もとより，変質加工工業＝装置工業部門とは

異なり，変形加工工業二機械的加工工業部門に

おいては，製品の定型化，部品の規格化，工場･

機械設備の特殊化などの生産の標準化が大量生

産の基礎をなすものであるが，この時期のドイ

ツの機械製造における発展の方向は，できる限

りわずかな異なる構造の製品を生産し，犬決めら

れた定型をできる限り大量に生産をすることに

あった。｡このような諸活動は自動車工業におい

て最もよくすすんでいた。とはいえ，そこでも，

それは決して一様にすすんでいたのではなく，

まだあらゆるさまざまな発展の段階がみられた

とされているが(70)なかでも小型車や大衆車の

生産において標準化が最もすすんでいたのであっ

た。この時期には，ドイツの自動車工業におい

ても，部品の規格化，工場･機械設備の特殊化

とともに製品の定型化がとくにこのような小型

車や大衆車の生産においておしすすめられ七お

り, 1924年から29年までの間にドイツにおける

自動車企業の数は弱小企業の淘汰によって86か

17

ら=17に減少しており，生産される定型の数も146

から40に減らされているバ71)。‥このように，大量

の生産を可能にするための特定め車種への製品

の定型化，単純化がまず行われた:のであった。

　そこで，まず製品の定型化についてみ:ると，

1925年にＢ.ラウェヅカーが指摘しているところ

によれば，当時フォー=ドがその廉価な単一定型

車を全世界にあふれさせていた,にもかかわらず，

　ドイツの自動車工業はそれまでまだそれに匹敵

するような定型化を決心することができなかっ

たとされでいる。1925年12月のベル丿ン自動車

博覧会においで相変わらず50社から約80のタイ

プの自動車が出展されていたが，専門家の判断

によれば，これらの80種のタイプの自動車は大

型の高性能車でぱあったものめ非常に高価なも

のであり√そこでは，自動車の製造原価のうち，

平均して20％から25％のみが賃金および給料で

あり，大部分は，当時アメリカと比べでまだ40

％から45％も高かった原料費であったとされて

いる(72)。このことは，ドイツにおいては多くの

タイプの自動車が生産され，製品の定型化およ

び部品の規格化がまだ十分にすすんでいなかっ

たことによるものであるが，Ｒレヴォルトは，

1925年にはまだドイツでは消費者のそれぞれの

特別な希望に応じて特別な車が生産されていた

としている(73)。合理化運動が本格的におしすす

/められていく1920年代後半になって，小型車お

よび大衆車への生産の移行が進むなかで，製品

の定型化が本格的におしすすめられることになっ

たのであった。　　　　　　　　ト

　また部品の規格化もこの時期におしすすめら

れた。 Ｂ．ラウェッカーは1926年に，ドイツの

自動車の製造原価に占める原料費の割合が高かっ

たことに関して，ドイツの自動車工業において

確かに最近多く論じられてはいるかあまり実現

されていない個別部品の規格化のみが有益であ

るとしている。すなわち，ドイツにおいては，

努力が行われてきたこのような目標からいかに

遠ざかっていたかをドイツ最大のjボールベアリ

ングエ場の事例が示しており，そこでは√14,000

個の１日の総生産量は400種のさまざまな大き

さのものに分かれており，したがって，可能な
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いし｢流れ丁生産の発展と，他方での高度な精

密性の要求の進展にのみともなうむのであった

とされているように(76)機械製造業において

も，規格化の推進は流れ生産方式の導入をはか

る上で一層重要な問題となったが，そこでは，

規格化の推進を困難にするいくうかの諸問題が

存在していた。　　　　＼　　　　　　　　　＼

　まず第１に,し機械製造業においては多くの中

=小経営が広く存在しており，このことが規格化

の進展を妨げていたことをあげることができる。

1925年の統計によると，ドイツの機械製造業に

おいて79万人の従業員を雇用する17,500の企業

が存在しており，１社当たりの平均では45.5人

が雇用されていることになるが,し25入以上の労

働者を雇用しでいる企業の平均労働者数は184.2

入であったとされている。1930年には，１社当

たりの平均労働者数は39.5人に減少しており，

25人以上の労働者を雇用している企業の平均労

働者数も142.8入に減少している。また大規模企

業のうち，下イヅ機械製造所連盟(ＶＤＭＡ)に

直接加盟しているか，あるいは加盟組織を通じ

て加わっている企業の数は1930年には2,150社で

あり，そこでは43万人が雇用されており，それ

ゆえ，１社当たり200人が雇用されていたこと

になるよドイツ機械製造所連盟に直接加盟して

いる企業の数は1,424社であり，そこでは359,000

人が雇用されておりにそれゆえ１社当たり平均

で252.1人が雇用されていた(T7)。　このように,･

機械製造業では，比較的に規模の大きい企業に

おいても一部の独占的大企業を除ぐと経営規模

はあまり大きなものではなく，中小経営が多く

存在していたが，小規模な生産を行うこれらの

多くの企業では√大量生産を行いうる可能性は

小さく，それだけに，機械製造業全体でみると，

規格化の推進も一定の限界に直面せざるをえな

いであろう。大規模な製造業者はほとんど強い

熱意でもって規格化の活動に取り組んできたけ

れども，多くの企業，とくに小規模な企業は制

定された基本規格および専門規格の効率的な利

用を行うことができなかったとされている(78)。

　第２に，機械製造業の多くの製造業者が規格

化の長所を十分に理解していなかったり，規格

19

化の活動に無関心であったことをあげることが

できる。機械の規格化の初斯の試みに対しても

たらさ･れた主要な反対理由は，規格が技術的発

展を妨げるであろうということであった。戦時

下の状況jはいかなるコストでで＼もj生産量を増大

させる必要性の圧力のもとでこのような反対理

由を払拭したのであり，この時期の経験は，理

知的になし遂げられれば規格は技術的諸改善の

前進を阻止しないだけでなく，ニたいていそれを

助けるであろうということを示すのに役立った

のであづた（7ト。とはいえ, 1920年代の合理化

の時期になっても,lドイヅ規格委員会などによ

る規格化の組織的な取り組みやその成果につい

での十分な認識がもたれていたとはいえない。

1930年5月22日のザールブリュックの会議のあ

る報告者によれば，多くの製造業者は寸ドイッ

エ業規格」（ＤＩＮ,Ｎｏｒｍｅｎ）の存在杏まうた〉く知

らないか，あるいは規格のあらゆる組織的な活

動にまったく無関心であったとされている。 ま

た提案された，あるいは制定されたすべての規

格を多くの者は不信や疑いをもって受け入れて

きたとされている。実業界からの十分な説明や

実例なしには√多くの経営者に専門規格の使用

から生じる利点を確信させることjは不可能であ

り，問題どなる企業にこのような諸変化の価値

を確信させることが困難であるような状況のも

とでは，「ドイツエ業規格」はしばしば，注意

深く考え出され，そして組織的に適用さ‥れた工

場規格(Werksnormen)と対立したとされてい

る（8≒　　　ノ

　このように，機械製造業では，電機工業の場

合とは異なり，企業レベルにおいては，ジーメ

ンス・シュケルト社の作業部の諸活動にみられ

たような規格化の組織的な取り組みは本格的に

展開されるには至っていなかったといえる。

七か七，機械製造業においても，製品の定型

化，部品の規格化の必要性を比較的にはやくか

ら認識し，それを実施していた企業もみられた。

この点について，Ｂ．ラウェッガー･は，ドイツ

の機械製造業においては, 1920年代の合理化の

時期になっても製品の定型化や部品の規格化な

どはあまりすすんでいなJいが，「喜ばしいこと
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に，代表的な大企業は数年来規格化の利益をま……

すます評価レそ七で認識してjいるとい乍ごとが………万

確認されうる｣ごとしておﾉり√モダ)事例と七六で,…………:万:･.:

ともに自動車付属品の製造会社T亡=あるロベノレト･･ ……jj=

ボ･バシムノ社とア了ザレフノン製造所株式会社（紅sや…………:=万

eman｡Werke∇A.G.)∧と:の間聯利益共同体協定句……=I…………1=j

･●●･●･¶･.･　･=、　・　･.･一一　　　L　こ●.■l●･.I　　J　、･
締結をあげているよ＼このよ.うﾉな協定に至う.ため上∧･･万一．

は次口よう尨理由によ,るも･φとﾄされて1いダるレず∧二で

なわち√＼｢われわ九半製品の製造原価の引ぎ下＼1｣.:･.･I:･.･.万I｣･

げ¨を実現しうる場合にのみ，製品沈)亡き＼は沃犬や十万j.し･……万:yj･.･:J

品質を低下言せるごと･なしに，二販売力可能性が＼:こ===/万=万･j･

脅かさ=れるﾉことのないような価格で我々:の製品∧七ﾉ二ｽ⑤凪ｿ=

を市場に出すにﾆとに我々が継続的に成功する場＼=:jlj:.･
心II゛'54JI〃.|-=』･,|ﾉ.W－¶=J/･N :･'.゜“゙|･しｰIlyUI¬J｀‾j'/M /J . ･́.~〃J　･.･　'･‥･.゛･

合にのみ√われわれのすすむべき道壮成功にい十………;j･.･=る･ﾑ･=J.･･j.

たりにそして我々Jに再び必要上な収入を保証する＼ﾄ……==]……;

　k　　・.－　　　･･...･　s　恥　s　4.･、、ゝ　　J･-･●･･ ･J･　・ことになﾉろうﾉ。　こﾚご懲われわれが主万に利阻する

手段凪ト大量生産をできる掴=りｿ大規模に実現す……j…………万･･.･

るため:に,･ト･われわれの組織の各部分を簡素化七，ﾄ･=.=1………1･

こめ相違がみ………ら.･れ.だ･.と.:.･されて

ﾚ………ﾄ=:yjな･･･火I装置の電

れておﾄjり･，そし

に納められね

ら18の

いﾉ泰。∧し他め事例

時の状況は

多様な調整を必

夕……ｲﾗ゜（以前

合札柚ばな.ら

それTに役立うが,=

す卜七ヶの諸要求が約:30のタイ

汗る………こ･と力jj.･で.=･き･I･.･る･･とされてい

勁事例ｹぱ√ｿ広ﾄぐ/普及七ている

レ丿二社が……よ万小さ……な･特.･殊な

ﾄましれでﾚくﾉるjであ

]とﾚ=を示すも

そ七了低廉化する/ご払＼原料から完成品ま=懲の…………＋1万万

過程およびぞれが消費者のも七にも七ら＼される＼

までの過程の短縮√上依然としてあまり＼にも多く

のわれわれの製品の種類および定型の削減懲あ=

る」と･ざれているド1几‥‥‥‥‥‥万　＼　　六

万　こめように√ボヅシゴ社では,犬ごの錆期七は

製品の定型化,＼部品の規格化お上∇び工場の特殊

北な＼どの必要性,二重要性が認識吉れ･るよう＼にな

り,ニそ･の｡ため=の諸努力が積極的七わしすすめう＝

ﾉれる:ようになうでぐる。ノしかしレ注文者の多様ｹﾞ

な特別な希望のために,＼ボサシュ社の製品々規

格化，定型化牡よび専門化は限られたﾚ程度にし

か可能力はなかったとき＼れているノこJの点につ…………I=1

いで｡　Ｒ．ボヅラユとＥ.1デムルス下壮,＼規格化,ニ…………

定型化および専門化においてドイツでは=あ＼る程＼∧

度の進歩が達成さ杵う∇る古いう=こ=とが正七=く/認下……I……

められうる七しても,………このよテな付属品の製造……………j･.j.

･つ･K.に･ c

叩‰ﾄ……=∧ﾉｽﾌﾟ……:………

……:･j=･

.

:=.:ボ･･

　ツに(万ジ･..よ･社以外り点

も√部品の|規格化も製

心首いﾉない状態であっ

ﾝﾚﾎﾞ=デシノム]は,………規格委

j=らず√1925年

丿さ=れ大部品は

業に対する個人の希望√＼とくﾚにずべでめ企業の……Iしﾚ.;.:j=.･=一回.==:ら:･.れ.･･るj一一.万な

希望をけるj加に大きく制限するス(･と=が必要と＼さコ……＼jﾉ:ﾉ,｀.=ｵ

れねばならない/としている．　ボデシゴ社往当時……j……
I==･jだレ………:∧……:

44のタイプの点火装置を生産して/おり，うま,く…………I.･･:. ･･I.万

いけばその数は６うから8∧づの定置に制銀言れ＼＼び

うるが√そごでは，44の基本的な/定型で‥さ＼元玄＼〉……ぐ

だ完全に同士ものではなく,………それ循し)屑造‥には……＼白……万乙･:.ど

寺心√まﾚだ他の会社

/よ……=.う･J･1な･刊ﾔ属品の部品

ﾚく=ﾚ製造する首/とがで･

ﾚだ浸透七/ていすﾆこと

よ＼ケに,ト･合理化運動

:型化レレ部品の規格化

(に認識七……;:I1万一･それを実

ぐわず=かな特定の大規

こそ/の後,j………1926年の下

ﾉもﾉない:規格化・標準

ておﾄしすすめ

方策の必要性，

らたのであっ

業ﾌﾟに………お.==c･l

型化
I
oP piもの規:格化

;……＼1.1ま:,･･ず農機具の生産

丿困難ごは√まず適当な
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企業を特定の機械の種類に特化させ，そしてそ

れから個々の工場のなかでこれらの品種の定型

化を行うことであった。例えば，打穀機および

圧縮機の生産においては，定型数は200から30

に減らされた。それゆえ，最初の作業は部品お

よび装備品の徹底的な設計の見直しであり，国

内および国外における土壌や地盤，温度および

天候の変化する諸要請に対して，さまざまな構

成によってあらゆる状況および購入者の希望へ

の必要な適応を生み出すために，機械の部品の

グループが規格化された。このような諸困難に

もかかわらず，１日25台のトラクタあるいは35

台の打穀機，そして50台のわら圧縮機の大量生

産を実現することに成功したとされている(84)。

　ミシン製造業もまた，機械製造業のなかで製

品の定型化，部品の規格化が強力におしすすめ

られた工業部門のひとつであったが，ここでも，

流れ生産の導入がこのような諸方策の推進の重

要な動機のひとつであった(85)。

　さらに鉄道車両製造業の事例をみるとレこの

工業部門においては，流れ生産方式の導入によ

る工場の再組織を行う土で企業集中と生産の集

中・専門化が大きな役割を果たしたのであるが，

そこでは，このような諸方策とともに，更に製

品の定型化，部品の規格化が強力におしすすめ

られた。　ドイツ鉄道車両製造連盟はライヒス鉄

道との協力でさまざまな工場において生産され

る定型の数の削減を行った。以前にはすべての

工場は，鉄道会社によって要求されるほとんど

すべての定型を主に｢注文｣に基づいて生産す

るための設備を備えていたが，この連盟の諸努

力によって，各工場がひとつあるいは狭く限定

された数の定型に専門化し，そしてそれらの生

産を大量生産の基礎の上におくために企てられ

た諸方法を導入することが可能となった。以前

の方法とは異なり，例えばベルリン市営鉄道の

新しい車両の注文は６つの工場に割り当てられ，

大型貨車の注文も同様に２つの企業に割り当て

られた。このような方法は個別部品や構成部品

の規格化を準備したとされている。いくつかの

ケースでは，非常に注意深い，長い時間がかけ

られた，そして丹念な研究と分析のあとであっ

21

たけれども，連結器および緩衝装置，ドア，木

製や鋼製のビームおよびフレージング，ボルト，

ナットおよびねじ，ブレーキ，そして多くのさ

まざまな部品が規格化された。構成部品の生産

は，すぐに部品のための規格の説明書，一連の

限界ゲージ，はめ合い，そして互換性を確保す

るのに必要な許容範囲内に部品が保たれるため

のゲージ，鉄道車両製造会社によって生産され

ない原料を供給する企業との緊密な協力を要求

した。このような規格部品および車両の定型の

利用は実際にそれ以前の設計部門や製図部門を

削減し，そして単純であるが正確なゲユジおよ

びその他の管理器具の使用は，必要な監督者層

および高い熟練をもつ労働者の階層を減少させ

る傾向をもっていたとされているC8B)。また鉄道

車両の修理工場でも部品の規格化によって大き

な成果が達成されており，そこでは，以前には

14,000種もの取り換え部品が保有されていたが，

部品の規格化によって4,000種類の取り換え部品

の保有ですむようになった。　またはめあい

(Passung)の規格化は修理のさいに取り換え部

品の単なるはめ込みを可能にし，以前の必要な

はめ合わせ作業(Ｐａβarbeit)を排除した。　こ

れによって，基本的な修理のための平均の所要

時間は，機関車では110日から24日に短縮され

たほか，客車では40日から20日に短縮されてお

り，貨車では11日から４日に短縮されたとされ

ている。また19の職場および48の工場の諸部門

が廃止されることができたとされている(87)。こ

のように，鉄道車両製造業においても，製品の

定型化および部品の規格化が強力におしすすめ

られたのであった。

　もとより，機械製造業における経営間の協定

および協力は，しばしば経営合理化の戦略の不

可欠な条件であった。そこでは，技術的一組織的

変革，とくに機械の利用者の合理化政策によっ

て規定され，そして制約されたとされているが，

専門化およびそれとともに製品の多肝匪の削減

は，組別生産あるいは流れ生産の拡大のための

最も古い戦略であったとされている。　しかし，

例えば工作機械においてのように，技術的に非

常に複雑で，長持ちし，そして専用的に利用さ
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れる製品では，専門化は大きな市場めリスクと

結びついていたとされている。それゆえ，こご

でも，専門化への一般的な傾向は非常にゆっく

りと実現されたにすぎない。しかし√規格化の

活動の一層の進展，工作機械のより複雑な組立

部品および機能の範囲における規格化の拡大は，

工作機械製造における統一化を可能にし，そし

て規格化，定型化および専門化の移行を促進し

たものであった(88)。

　さらに生産の標準化のいま一つの重要な要素

である工場の特殊化(専門化)についてみると，

R. A.ブレイディが指摘しているように，　コン

ベア･システムのタイプは一面では生産の規模

にかかわっているが，生産の規模は工場の特殊

化の程度および大量生産の目的のための組織に

かかっている。工場の特殊化は，一部では立地，

各工場が他の技術的に相互に関連をもつ工場や

職場と統合されている程度，市場の規模などの

諸要因にかかっており，大量生産は，一方では

標準化された原材料，加工方法および互換性部

品のシュステムの存在にかかっており，他方では

工場および機械の内部のレイアウトにかかって

いる。しかし，機械製造業では，大部分の製造

作業が比較的小規模に行われていたという事実

は，最組織の最も重要な多くの諸問題を非常に

複雑なものにしてきたのであった。工場が高度

に専門化されなければ，組別生産や流れ生産は

1,000人未満の従業員を雇用する企業にはほとん

ど意味をもたないとされている(89)。ただ機械製

造業における工場の特殊化の問題をみる場合に

考慮にいれておくべきことは，機械製造業にお

ける垂直的結合の利点は主に原料経済の領域に

あたるのに対して，水平的結合の利点は，主に

工場への専門化の進展および標準化された連続

生産の経済性による製造および販売の単位コス

トの削減にある(9o)が，機械製造業では多くの

中小経営が広く存在していたこと，またこの工

業部門のなかには多くの異なる製品を製造する

諸部門が存在していたこともあって企業集中が

電機工業のようには進んでおらず，それだけに

工場の特殊化が徹底して行われることができな

かったということであるノすなわち，電機工業，

自動車工業に金属加工業=な:どをも含めた広義の

ドイツの機械工業における企業集中の数は1927

年比は50件であ拙工928年および1929年の第１

四半期には65往古なってお仏　そのうち機械を

製造する専門の工業(機関車，ボイラー，鉄道

客車,==……および工作機械)ぱおいては42件がおこっ

ている/心すぎない(91)。さくらに，ごこでは，機械

製造業において集中化が十分に進まなかったこ

とが上述の如き規格化の限界をもたらしただけ

でな:ぐ，規格化の推進め限界が工場の特殊化の

限界をもたらし/たということに注意しなければ

なら＼=ない。藻利重隆氏が指摘されるﾚように，部

分品の規格化は肢体経営士工場・職場－の特殊

化の前提をなすが(92)上述した如く，ドイツの

機械製造業に報いては,◇この時期には製品の定

型化や部品の規格化は十分にすすんだとはいえ

ず，それだけに，工場の特殊化をはかる上でも

この:ニ=＼とは一淀ﾉの限界をｿもたらすことになった

であろう。　　犬　　　　＼

　4ト鉄鋼業万における生産の標準化の

ごれまでの考察においで,＼電機工業，

進展

　自動車

工業，機械製造業の機械組立工業における生産

の標準化の進展I脊みでき犬が,ニこれとの比較の

ために鉄鋼業抽よび炭鉱業における=標準化の進

展をうぎにみていくこどにしよう。

　ま=ず鉄鋼業について＼みﾚるﾉと,し小島精一氏によ

れば, 1920年代の合理化の時期の鉄鋼業におけ

る標準化過程は次の如き3つの特徴をもつとさ

れている6すなﾉわち,六卜第一に生産財であっ｡て

実用が生命である。従って規格および形状の標

準化の効果は正確に計量七得る。第二にその製

品が単純なるｹ完成品（例jえば軌条，釘の如き）

であ:るか，生産財の基礎的部分品（板，棒の如

き）である。即ち大部分は単純なる素材であるか

ら複雑なる精製品=に比して容易に標準化七得る。

第三にその製品の供給者も需要者も主として大

企業［例えば機械工業√造船業，鉄道業，軍器

……lj!Jl］業等）でぞφ数も比較（的少数に集中されてお

り√又夫れ等の産業にぱ多くは統一的の専門協

会が存在するため，需給双方の代表者を網羅す

る周到くにしで権威ある協定が成立し易い事であ
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　しかし，鉄鋼業は標準化をおしすすめる上で

困難な諸問題に直面せざるをえなかった。すな

わち，生産における経済性は鋼のタイプ，形状，

および種類をできるかぎり単純化することを促

したのであるが，鉄鋼業は多くの異なるタイプ

の産業への基礎原料の供給者として活動してお

り，多くの異なるタイプの財を生産し，そして

その結果，高度に専門化された需要をもつので，

また冶金技術の研究はほとんど限りない種類の

鋼合金の展望を開いたので，製品のタイプを増

大させる傾向が絶えずみられてきた。本来規格

なしには高度な機械化は不可能であり，また機

械化の進展なしには鋼の価格は法外に高くとど

まらざるをえない。しかし，多くの人々は，標

準化は狭い限界のなかを除いては技術変化を不

可能にするであろうということ，また規格は鉄

鋼業においてのみならず，金属製品を直接的あ

るいは間接的に鉄鋼業に依存しているあらゆる

産業においても，一般的に進歩を抑制するであ

ろうということを恐れていた。さらに，寸法，

形状，および品種における単純化に加えて，標

準化の問題は，十分な科学的および技術的な数

量的基準の全般的な欠如によって一層複雑なも

のになっていたとされている(9几

　このように，鉄鋼業では，標準化の推進には

多くの諸困難をともなっていたが，このような

状況のもとでも，比較的に早い時期から標準化

のための取り組みを行っていた事例もみられる。

例えば，ボイラー用鋼板のための最初の規格の

仕様書が早くも1881年にブルッブルグにおいて

著されており，そして国際規格が1888年以降こ

の領域において使用されてきた。また第1次大

戦前には，機械工業のさまざまな諸部門，鉄道，

造船，陸軍および海軍，そしてその他のたくさ

んの専門の利害グループが鉄鋼製品のための規

格を制定している。その結果，ドイツ規格委員

会は，そのさまざまな専門委員会を通じて鉄お

よび鋼の標準化の活動をかなりの成功でもって

おしすすめることができたとされている。機械

工業，電機工業，鉄道業，および他の産業のさ

まざまな諸部門における専門の消費者グループ
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との協力で，寸法，形状，品種，専門用語，加

工法および検査方法，純鋼鉄および合金鋼の物

理的および化学的な特性に対して規格が制定さ

れてきた。しかし，全体としては，鉄鋼業にお

ける標準化はまだその初期の段階にあったとさ

れている。特殊な鉄鋼製品の多くの小規模な製

造業者が存在するかぎりでは，また標準化しよ

うとする性向や，しばしば機械が欠如している

ところでは，この線に沿った進歩は遅らされる

であろう，とされている(95)。

　ところで，ドイツの著者達は，高度に標準化

された財のための大規模な自由な市場の存在の

ゆえに専門化をはかることができたことにアメ

リカの鋼生産の相対的に高い効率は帰因してい

るとみなす傾向があったとしている。すなわち，

そこでは，ロールはあまり頻繁に変えられる必

要はなく，高度に専門化された工場，機械設備

は有効に利用されることができ，品質管理はよ

り容易かつ自動的になり，監督業務はより単純

になり，そして標準化された大量生産に対して

多くの他の利点が生じると眼れている。　このよ

うな理由から，ドイツでも通貨の安定め以降に

は，アメリカを手本として標準化し，そして専

門化をはがるために精力的な諸努力が行われて

きたのであった。そこでは，工場の専門化でもっ

て，特別な製品の生産の多様性を制限するため

の組織的な試みがすすんだのであった(96)。

　鉄鋼業における規格化･標準化の問題をみる

上で考慮にいれておかなければならないいまひ

とつの点は，その生産条件が多様であり，それ

ゆえに標準化をおしすすめる上でこのことが困

難をもたらすということである。鉄鋼連盟の調

査報告が指摘しているようにレ｢単に製品の側

から鉄鋼製造を一特にその規格について一考察

する場合，最も顕著な特徴は，その生産条件が

多様なことである。この生産条件の一致性の欠

如は，直接的にも間接的にも鉄鋼使用者の要求

する製品の形，種類および品質の多様性の結果

である｣が，｢かかる条件を必要とする理由の

一つは，一般的に言えば，標準化された製品を

製造する鉄鋼使用者が比較的少ないため，その

材料たる鉄鋼を標準化することができないから
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であり，第……T.の理由としては鉄鋼業者が自ｄの

技術を誇示するためもあろうし，また経済的な

強制の結果もあろうが，兎角鉄鋼の化学的IWI質

の変更並に加工および完成工程段階における物

川的変更によって，殆ど信ぜられぬ程，製nn種

類を増加し得るからである」。かくして，「鉄鋼

業考は標準化製品を製造することができても√

その工程，作業及あらゆる周|川の諸条件を安定

さ廿，標専ｲﾋすべき強い刺激が欠いている」と

されているに。　しかし，19加年代合理化の時期

になると，標準化の問題が標唯化運動という一

つの運動として広く取り上げられるようになっ

てくるなかで√鉄鋼業において乱　標準化の取

り組みが本格的におしすすめられるようになる。

　これを工程部門別にみると，まず「高炉工場

の銑鉄製造に於いては，その銑鉄が連続的な製

鋼製造工程の最初の段階の製品としても又多目

的に供する単独製品として乱　こ汗を標準化す

ることは極めて緊要であ･る」とされている。

『高炉に於ける製鉄条件を可及的に安定化しま

た均等ならしめて，付産量および原価について

んしﾋの結果が得られるということ，而してこれ

らの条件は鉱石の大きさや配合率，燃料コーク

スの大きさや硬度に関して一熱風の温度，圧力

並に分量はパ’うまでもなく一配合上または物質

［lの条件の標準化によって最もよく安定せしめ

るということ］が，肖時大般的に認識されまた

痛感されていた理由であったとされている。　こ

うして，原鉱石の大きさの標準化を行うために

は，破砕，選鋼および時には焼結（焙焼）設備

を必要とし，従来最も近代化されている工場や

最近最新になったユ1場では矢部分かかる設備を

百するようになったとされている。

　また製鋼工場をみると，そこでぱ，鋼種類の

多様性ならびに造魂作業が個々的に行われてい

るが，平炉工場工程では, rjr.の他の多くの相

違かおり，このためにその工程を益々困難なら

しめ，製鋼業者の熟縦汗を不必唆に広汎な分野

に敗漫的なものとする傾向かおり，。また同工程

の作業時問を極めて不如実にし従って他の作業

と同叩汗を保たしめることを困州にする」とさ

れている。例えば，几水，炉∩休はそれが精密

(1993年) 社会什ｙ

に同卜の設汁にぺよって同→の規模に作られてい

る場合でも優業の貝合は銘々異なるものであり，

ま七特殊の炉の竹業の調子はその炉の全生命を

通じ七変化する言さらに炉への装人にはその配

合に相違かおり，また冷装人すなわち屑鉄と銃

鉄の装人の場合にはその物質的条件にも相違が

打り√………二れらの相違は冷装大の場合の熔解時間

および冷･熔銑装入の場合の精練時間に変化を

生ぜ七める。造魂作業即ち｡炉から鋼魂を作る場

合にぱよ６なt……ヽ｡･し７ものｻﾞ異なった方法かおる。

　さらに圧延工程をみると，以↑lの事情からし

て最後の圧延:二場に鋼塊が到着する時間は全く

不確実となるレ圧延工程ではご製品について幅，

厚さ，直径の相像し得られるあらゆる変化とそ

れらの可能な組み合せが使用者側から要求され，

圧延工場はその要求に応して製造嗜行うのであ

り，しかも鉄鋼業者にとってその数量が不利益

なほ=ど少ない場合でも同様である。「故に慎重

な試験を行って標準的規格の数を減少せしめる

ことは，圧延工場に於いて種々の工程で失う時

問や維持すべきご雑多の設備やストックの量等を

節約す｡シ↑こからTも極めて利益である。　しかもこ

れは鋼材使用者からあらゆる重要なサービスを

爆い去ること令意味せず,＼却ってこれは使用者

をして彼け身の経営を再吟味せしめる使用者側

にも利益をりえる結果となろう」と指摘されて

いる／卜。　　　=,。　　　　　　　　上

　こﾚのよ引こ,∧鉄鋼業にﾉおいては,し鉄鋼連盟の

調査報告も指摘しているように，「種々の困難

牡ﾉﾄTIに製造が行われていｹる土のであるが，こ･れ

ら慨困顔を軽減重たは克服し，あるいはその影

響を暖和しうるために
・●●･● ●.●●.:･●●
品が標章化さ=ずけぶﾉばな

すなわち，「使=用鋼材

は，

●●
らな

　　●　●　●　●　●　●　●　●
　「先ず第一に鉄鋼製

い」とされている。

のあらゆる品質とその品

質の組み介せの明細書が出来るよう完全に作成

さ牡るノ次仁子杵らの目的の各々lに大して最も

よく適合したﾆ士……l･科lの鋼材が選定せられかく

て･-･ヽj定目的のための標準となる鋼材の明細書が

作ら町ている⊃ｿﾞ従って√＼仁の明僻書に記載され

た鋼材以外の右のが使用者側から要求されたと

凱二は特殊のものとして取扱はれ，別個に製造

さ杵特川の価格言売られるのである」。「次の段
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階は製造されるべき鋼材の各標準的品質維持の

　　　　●●●●●●●●●●●●●ために，全製鋼工程を標準化することにあろう」

とされている。このための最も困難ではあるが

恐らく最も利益ある方法は，製鋼業者が協調し

て炉の夫々の重要規格に最も適合して数値を発

見し決定することにあるが，「これは標準的な

一般装置をもち，詳細な設計の下にこれらの規

格を記録することによってなされ，かくて標準

的な炉一標準と言っても唯一という意味ではな

く，能力や製品が異なるによって若干の標準か

おることは勿論であるーが鉄鋼業を通じて採用

されることになる」とされている。「勿論これ

らの多様性の若干は完全に統制されるべきもの

ではなく，また一律に統制され得ないことは言

う迄もない」が，このような標準化によって，

「製鋼工程はその失策の割合が自動的に減少す

る様になり，まだこの工程が断続性をもつに至

ることは明白に予想される。従って原価は低減

し，製鋼工程は他の工程（例えば圧延工程）と

同時化され得る」とされている。また目司様に

少数の品質程度の鋼を製造することによって，

均熱炉のために正しい温度と鋼め各品質のため

の正しい均熱時間を標準化することが更に容易

になるであろう」とされている(99)。

　これまでの考察から明らかなるように，鉄鋼

業の標準化においては，鉄鋼製品の標準化とと

もに製造工程・製造方法の標準化が重要な課題

となっていたのであった。

　　５．炭鉱業における生産の標準化の進展

　最後に炭鉱業を取り上げてみておくと，炭鉱

の規格化は，生産される製品ではなく生産手段

が規格化されていることによって他の経済部門

とは異なっていた。炭鉱においては，採掘，加

工および搬送に役立つあらゆる機械および道具

がそれのもとで理解される(100)。　J. W.ライヒエ

ルトによれば，あらゆる種類の炭鉱用の機器の

規格化においては，坑内通気および排水の設備

や坑内および坑外の搬送設備の部品についても

規格化がさらにすすめられたとされている(lに。

例えばレールの型は110から８に減らされ，つ

るはしの型は100から２に減らされており，炭
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車の型は177から３に減らされている。褐炭業

においても，機械の部品および設備の削減は同

じぐらいに徹底的であったとされている。また，

今や３つの標準軌間が存在しており，そのひと

つほ露天掘り作業用であり，いまひとつは坑内

作業用であり，そして最後のひとつは坑外作業

用であるが，以前にはそれぞれ16, 25そして22

の軌間が存在していたとされている。炭鉱業の

原価構成におけるこれらの規格の数量的な重要

性を評価することは不可能であるが，例えば，

ルール地域の産出高の約3.3%を採掘するある会

社は，規格化された圧搾空気ゴム管の使用によ

る節約を年間30,000 RMと見積もっている。ルー

ル地域全体にとっての年間の平均的な節約は約

100万マルクとなるだろうとされている。他の

会社は，在庫の削減および低廉化によって達成

された節約は言うに及ばず，規格化された道具

の使用によって産み出された節約を石炭１トン

当たり1.5ペニヒと見積もっている。ある専門家

の意見では，１トン当たり約10ペニヒの節約が

工具の徹底的な規格化にょって成し遂げられる

かもしれないとされている(102)。

　このように，炭鉱業に於いては，生産手段の規

格化に規格化・標準化の取り組みの重点がおかれ

ていたが，それだけに，ここでの規格化は機械化

の進展と深いかかわりをもって押し進められたので

あり，そこでは専門の委員会の組織的な取り組み

のもとにおしすすめられたのであった。炭鉱業にお

ける急速な機械化にとっての予備的条件および

必要条件として専門の規格委員会(Faberg :

Fachnormenausschuss fiir Bergbau)が炭鉱業

のために設置された。この委員会は，単純化を

行うこと，そして工具，機械部品，さまざまな

設備および付属品の型の数を削減することを任

務としていた(103)。この委員会はドイツ規格委

員会の構成組織としてその規格化の諸問題をまっ

たく独自的に扱った。すなわち，この委員会は

その専門領域の規格化すべき対象のための提案

を「最初の構想」において行い，その後，この

提案は規格審議機関(Normen-Pr iifungsstelle)

において検討され，そして「試験規格」（｡Vorn-

ormen”）として公表され，そして批判に委ねら
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れるのである。反対が行われた場合には，この

試験規格は改訂のために専門委員会に戻され，

最終的な了承の後に，きめられた規格はＤＩＮ印

のもとに規格双書(Normensammelwerk)にお

さめられるのである（lo几　このような規格化・

標準化の取り組みは，第1次入戦後の石炭不足

のもとで石炭の採炭の大幅な増大が強く要請ざ

れ，そのために急速な機械化をおしすすめるこ

とが緊急の課題となり，こうしたなかで規格化・

標準化の問題が一層重要な意味をもつようになっ

たことによるものである。例えばルールの石炭

炭鉱では，一部の機械（コールピック）を除く

と, 1925年にはすでに機械の利用はひとつの山

を迎えており，合理化の時期には「技術的合理

化」が最も急速にすすんだことにひとつの特徴

が見られが(105)このような急速な機械化をお

しすすめる上でも規格化・標準化の推進が重要

な意味をもっていたといえる。

IV. 1920年代における標準化の限界

　これまでの考察から明らかなように，ドイツ

においては, 1920年代に合理化運動の一環とし

て規格化・標準化がおしすすめられ，そこでは，

ドイツ規格委員会を中心とする合理化宣伝・指

導機関のテコ入れによってそれが他の諸国より

も組織的に取り組まれたこ七にひとづの特徴が

みられたが，ドイツでは，とくにアメリカと比

較した場合，こうした取り組みにはどのような

独自的な問題がみられたのであろうか。　またそ

れは規格化・標準化の実際の進展においてどの

ような影響をおよばしたのであろうか。

　まず第一に指摘七ておかなければならないこ

とは，ドイツにおいては，アメリカと比べると

規格化・標準化をおしすすめる上でより大きな

障害がみられたということである。このことは，

ひとつには，ドイツでは消費者の個人主義がア

メリカにおいてよりも根強く支配していたこと

にみら｡れるが，いまひとつは，このような標準

化の推進によって労働の強化が一層強力におし

すすめられただけでなく，このような合理化方

策による生産コストの引き下げにみあう価格の

り[吉下げがダイサでは十分に行われることは少

なく√消費者はこのような方策による成果をあ

まり享受することができず，それだけにこのこ

とが標準化の徹底にと･つす一定の限界をもたら

したということ懲ある。

　Ｋ.ツレロビしイッチは,∧｢単一化なしの単純化・

規格化およづ単純化なしの専門化は実施するこ

とができる。しかし，合理化の最高段階がこれ

らを駆っと達成するのは,/これらがすべて協働

し,‥七か有工場内部だけで/なく総体経済におい

ても完遂される場合である｣として，規格化・

定型化およ

とで展開さ

び専門化が「産業合理化運動」のも

れるｹﾞ根拠をみでいるがレ合理化にさ

いし，より重要jな役割を果たすのは人間であり，

したがって，合理化は技術的・組織的問題であ

る=ばかりではな:く，心理的かつ生理的問題でも

ある，としている(106)．　この点，ドイツにおい

ては,犬合理化運動の一環＼として規格化・標準化

をおしすすめでい仁L七,トまさに消費者と企業

側どの双方におけるいわば意識革命を行うこと

が重要yとなっyたレも,とよ‥りアメリカにおいては，

生産:と消費の標準化がとくにすずんでいたとさ

れているが，このことは√アメリカの消費者の

考え方の影響すくるところ＼が大きかっ=宍たといえる．

この点についで√Ｂ．ラウェッカーは，企業家

にとっては，賃金の引き上げはいつでも経済的，

組織的および技術的な諸方策によってとくに製

品の徹底的な統二化によ≒て賃金の上昇を埋め

合わせんとする動機であうたということをアメ

リカ経済は教えているとしたうえでレそこでは，

アメ＼ﾘ力の購買者の考え方がそれを大いに助け

たことは明らかであると七ている．これに対し

て,……:･･=.ドイツの消費者の訂ったく異なる性質.の個

人主義的な態度がこのことを不可能にしている，

とされている９几もとより，購入者の嗜好の

｢個人的特質｣ﾚｹ･1･･を万･.揖｣ﾎl』万し･=･.･ようとすﾉれば，この

｢嗜好の問題言は目的要求に合わされるか，あ

るいはその下位におかれなければならない

万田門丿……|宍で述.･.=し.:=.::=だ.ようにj,万一;ドイツにおいては，

消費者の個人上義が根強く支配しており，この

ことは標準化という合理化の目的に消費者の嗜

好を従属さ廿崔=ことを困難にしためであった．
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　ドイツ規格委員会の報告によれば，意識的な，

合理的な標準化は僣陛および感情の画一化をも

たらすほどの統一化を意味するものではなく，

むしろ技術的発展が終了に至ったところでのみ，

また個人の嗜好の要因が決定的に重要ではない

ところでのみ統一化かおこるべきであることが

まったく明らかにならねばならなかったとされ

ている(109)。この点からみても，ドイツのよう

に消費者の個人主義が根強く支配しており，消

費者の個人的な嗜好が多様化していた状況のも

とでは，規格化・標準化を徹底的におしすすめ

るには大きな困難をともなわざるをえないであ

ろう。この点，上述したように，アメリカでは，

この時期には，労働力の非常に効率的な利用お

よび生産と消費の完全な標準化がみられたと指

摘されていることを考えると，規格化・標準化

が工業全体に広くおしすすめられるための諸条

件は，ドイツにおいてはアメリカと比べると十

分には整っていなかったといえる。＼

　もちろん，相対的安定期に合理化がひどつの

国民的運動として展開されるようになってくる

なかで，規格化・標準化の利益が広ぐ宣伝され

るようになってくるが，ドイツでは，アメリカ

の場合とは異なり，消費者が規格化・標準化か

ら得られる利益を十分に認識しておらず，また

かれらがそれを認識七うるのに十分な利益を享

受することはあまりなかったこ｡とに注意してお

かなければならない。

周知の如く，アメリカにおいては√第１次大

戦後，「生産の標準化」と「移動組立法」によ

る生産の合理化をその内容とするフォード・シ

ステムが広く展開されたが，フォー下社では，

生産の標準化としてまず製品の定型化が行われ，

Ｔ型車の単一定型の大量生産がおしすすめられ

た。このＴ型車の売行きが爆発的な伸びを示し

たことは，フォー下・システムと呼ばれる生産

の合理化の諸方策によって生産原価が大きく引

き下げられ，それを基礎にして価格の引き下げ

が実施しされ，購買力の拡大がはかられたことに

よるところが大きかづたといえる。その意味で

は，フォードの経営指導原理である「フォーディ

ズム」にこのような単一製品への定型化を基礎
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にした量産化の成功を可能にした重要な要因の

ひとつをみる宍ことができる。すなわち，「高賃

金・低価格」というフォ･－ドの原則が購買力の

拡大をもたらし，それによって√当時アメリカ

においてもいわば贅沢品とみなされており，広

く普及するには至ってい:なかった自動車の大量

生産が実現されたのであった。 Ｔ型車の販売の

著しい増大は，まさに生産合理化のひとつの方

策であった製品の定型化による利益が消費者に

もこたらされたことを示すものであるといえる。

消費者の立場からすれば，本来単＝製品への定

型化は個々の消費者の嗜好の制限を意味するが，

フォー下社の場合，価格の大幅な引き下げによう

て消費者にも大きな利益が与えられたことが，

自動車がほぼ一般大衆に広くいきわたり，取り

替え需要が生まれてくるまでは需要を創出する

ことを可能にしたのであった。ト　　コ

　一方ドイツでは，生産の標準化と流れ生産方

式の導入による生産費の引き下げに対七て√一

般的に販売価格の引き下げがフォード社のよう

には行われることはほとんどなかったといえる。

フォードの生産合理化め諸方策であるフォード・

システムの導入は積極的におしすすめられたの

に対して，フォードの経営指導原理であるプオー

ディズみについては√それが活発に議論された

にもかかわらず丿ドイ∧ツの企業においてそれが

実際に展開されることはほとんどなかったとい

える。　　　　　　　　つ

　藻利重隆氏が指摘されているように，ゴット

ルはフォＴティズムという言葉を使用して表現

せられるも¨のが，明確に区別せられるべき２つ

の事実を混同しているとしている。すなわち，

その第一は，フォードの実施したところのもの

が，当時の最も成功し七万いる工業であるとみな

し√その事務的(Kaufmannische)・技術的方

法を模範とすべきことを強調するものであり，

第二は，フ牙－ドの活動の背後にある今日の経

済生活を変革しうる精神運動(eine geistige Be-

wegung)を把握しようと企てるものであるが。

ゴットルによれば，前者は工企業の『フォード

化』(Fordisation od Fordisierung)という実

践的問題であり，フォーディズムの名に値いす
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Ｖ。ナチス期における標準化の進展

　その導入がファッシズム期に法的な方法で行

われたところのドイツにおいて生み出された規

格および標準は，始まりつつある大量生産の結

果であり，そして同時にその一層の躍進のため

の前提であったが，それらは同時に化学的－よ

り正確には工学的一活動の成果であり，またし

たがって科学と物的生産の相互依存関係におけ

るひとつの新たな変化の表現であったとされて

いる白‰ファッシズムの経済政策は規格化お

よび定型化に新しい目標をおいたのであるが，

このことは，まず原料を節約する生産方式およ

び原料を保持する生産方式の利用のための規格

化の有効利用において現れた。自前の原料の優

先および輸入される原料の節約的利用はドイツ

規格委員会に対してに「外部の原料」の節約を

期待させた他の原料ないし定型にさまざまな製

品を転換することおよび新しい原料を利用でき

るようにすることの必要性を示した。今や規格

および引き渡し条件は「原料の適切な管理のた

めの不可欠なベースメーカー」となったとされ

ている。こうして，規格化・標準化の必要性，

重要性は一層広く認識されるようになり, 1936

年までに6,000をこえる規格が規格双書において

発表されている（11呪その内訳をみると（表８

参照），造船に関するものが1,250と圧倒的に多

く，機械製造に関するもの，鉄道に関するもの
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がそれに次いで多い。その他でも，電機工業，

工具･工作機械に関するものなど，機械組立工

業に属するものが多いことが特徴的である。

　ただここでは，ナチスの経済の軍事化の推進

のもとで，規格化･標準化の取り組みは大きな

変化をみることになったことに注意しておかな

ければならない。すなわち，それまでは規格の

創出への参加は自由であり，そ七てそれはたん

に推奨とみなされていた一国防軍，ライヒス鉄

道，ライヒス郵便などへの供給のための国家お

よび地方の官庁のみが強制的な規格化でもって

例外をなすーのに対して，ごのことは４ヶ年計

画にともない変化することになった。 1936年に

経済大臣の訓令によって規格化の適用がはじめ

て義務となったのであり，このことは確かに一

つの進歩を意味するものであった。また1938年

12月14日のゲリングス令に基づいて1939年２月

に行われた「生産増大のための全国委員会」（｡

Reichsausschuss fiir Leistungssteigerunビ）

の設立後，規格の強制的な導入が企てられた。

こうしたなかで，規格化の活動は，軍需経済の

生産能力を増大させる手段として，経済省が

1939年５月に緊急計画において決定した課題の

中心になった。さらに1939年９月には，同年９

月８日の４ヶ年計画のための受託者の命令に基

づく定型数および品種数の変更のための訓令が

出されたが，これは経済大臣に規格を義務と宣

言する権限を与えたのであった。 1939年９月28

　　　　表8　1936年までに制定された規格

造船に関するもの

鉄道に関するもの

機械製造および材料検査に関するもの

電機に関するもの

建設に関するもの

炭鉱に関するもの

工具および工作機械に関するもの

自動車製造に関するもの

農業に関するもの

家政に関するもの

基本規格およびその他のさまざまな傾城に関するもの

　　　（出所）：RKW-Ｎａｃｆｉｒichtｅｎ、1936、S.136.
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日には，規格化・定型化およびコスト削減に関

する産業グループの指導者の適切な指示が行わ

れたが, 1942年には1,700の規格のうち約1,500

が強制的なものであったとされている。　さらに

第２次大戦の勃発は規格化・標準化の取り組み

を一層緊急かつ組織的なものにした。すなわち，

戦時生産の「生産高の増大のために規格化の活

動の効率を高めるべく」, 1944年の軍備および

戦時生産のための帝国国務大臣の訓令でもって，

「規格化および定型化のための委員会」（｡Kom-

mission fiir Normung und Typung“）がドイ

ツ規格委員会の委員長を長として組織され，そ

して規格を義務的なものと宣言する権限が彼に

与えられたのであった。この委員会の委員長は√

「規格化および定型化の厳格な統合と促進」の

ためのあらゆる諸方策に対して帝国国務大臣に

責任を負い，とくに彼は規格の導入のための適

した諸方策を軌道に乗せなければならなかっ

　このように，ドイツにおいて規格化・標準化

のための活動が本格的に広がっていくのはナチ

スのファッシズムの時期になっ七からのことで

あったといえる。ワイマル共和国においては定

型化の試みはわずかな成果しかみられなかった

とされているが，ファッシズムにおいては，規

格化の強行およびその強制的な導入とならんで，

定型化が一つの主たる中心をなしていたとされ

ている。この時期には，機械生産，自動車，通

信技術に対する授託者の命令および定型数や品

種数の制限のためのその他の命令は，「戦争経

済の業務における」定型化を準備したとされて

いる。ここでナチス期のこのような規格化・標

準化の取り組みの成果をみておくと，消費財の

生産の領域では，このような諸方策は，一方で

は特殊な利用領域のための製品の生産の制限を

意味しており，他方では戦時中の生活必需品の

消費財の供給をある程度確保するのに役立った

とされている。また生産手段工業でも，製品プ

ログラムの徹底した縮小がなされた。こうして，

例えば走行クレーンでは, 1942年に載貨重量の

系列が決められ，さまざまな生産者の製品の開

の互換性を可能にするようなクレーンの部品を

　基にして組み立てられたのであった。定型の制

　限は，特殊な承認を受けた企業のみが機械の製

造を許されるようにした=。ﾉ機械製造のさまざま

犬な領域慨の定型の制限の効果は, 1942年にそれ

　まで製造さﾆれていた機械の定型の平均して％が

まだ生産さいれていたにすぎなかったということ

　において明らかになるとさ=れている( 121 )　（表９

十参照）。…………万＼十=………………=∧｡｡･｡　　　　　･･

　　このよう/比レ規格化の決定は，最善の解決を

　できる限りく統一的に利用するのに役立った。製

　造業者にとっては，とく心次の如き利益が存在

　したとされている。すなわち，設計の活動は，

生=きた労働力口支出を少な……く:する確かな,=申し

　分のない構造的基礎によ丿て単純になり，原料

　消費は合目的的な組織化によって削減され，検

　査は統→的=な検査方式によって容易になり，全

　体的=にはそくれにIよって労働生産性が引き上げら

　れたノ販売仁ついてはレ品種の削減によって在

　庫保有が簡素化され，何度も利用しうることに

　よって販売の可能性が増大され，そして容易に

された

で注文

≒的な.モデルの完成によっ

されたレまた消費者にとっ

ては，合目=的的な選択が容易になり，調達が短

縮され，統≒的な

が増大され;＼こ･稼働

による利用可能性

よび正確性が高め

られ，す

すばやい

x交換によ⑤で保守が単純にされ，

の調達によって操業の中断が

抑制され√こそ七て在庫保有が減らされた．例え

ば，ボーフムのヴェスドプ:ア･リア・リンネンダー

ル・グレソ㈱ル機械製作所株式会社は, 1933年

に規格への適･応によっで型鋼の種類を448から

140に減ら/しており，またロベルト・ボッシュ株

式会社は規格化の以前に利用されていた71の大

きさおよび種類のケーブルシューを規格化によっ

て16に減石上でおり√規格化され.だ部品の生産

のために必要六される工具の調達では, 16,500

RMが節約されており，ごれでもって，合理的

な大量生産にとっての規格化の意義が明らかに

なるとざれて宍いる丿か．…………

　例えば｀,.………,この時期に大量生産の移行のための

諸努力が最.も強力におしすすめられた工業部門

の一つである自動車工業では，「『四ヶ年計画』
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表9　!942年の機械製造における定型の削減

機械の種類

鉱石および建設資材用の選鉱機

農機具および製粉機

建設機械　　∧

吊り上げ設備およびポンプ

エ作機械

　ａ）切削加工用のもの

　b）切削加工用でないもめ

平削り盤

卓上施盤

コンクリート電動ロードローラー

電動ロードローラー

汎用パワーショベル　　　十

条播機

ディスクハロー　　　　し

９－ル砕鉱機

ロール仕上機

それまでに制定

されていた定型数

　　　323

８
6
9
　
　
7
4
4
5
0
0
0
0
9
0
0

8
3
1
　
　
3
8
2
4
4
2
2
4
　
　
3
7

0
　
1
1
　
　
　
-
^

Ｃ
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Ｃ
s
3

　
！
Ｉ

1942年の定型数＼残存率(％)

6
3
9
7
　
　
2
4
8
7
6
6
4
9
3
1
4

3
1
3
3
　
　
7
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e
g

i
-
H

Ｃ
Ｏ

（出所）：ＶＤＩ- Ｚｅｉtｓｃｆｉｒi/t,Bd86， S.725.

実施のなかでその全権授託者ゲーリングは，

1938年11月15日，国防軍戦車･機甲兵団兵器部

長ウォン・シェル大佐を『自動車部丿門総全権代

理』に任命し，軍事的観点から，非常に多岐に

及んでいた自動車の規格化，機柱の制限を行お

うとした｣。｢その結果, 1939年になって，アド

ラー社のハーゲマイヤー(Ernst Hagemeier)を

代表として，乗用車を従来の52種から30種に,ニ

トラックを133種から21種に，トラクターを105

種から35種に，オートバイを150種から30種に

削減する案が答申されてきた｣。＼しかし，それ

でも多すぎるということで，シェルはされにそ

れを削減し，また同時に戦時案をも策定してい

る(123)。｢しかしこうした諸努力にもかかわら

ず，機種の制限は計画通りには達成されず，す

でに第２次大戦たけなわの1942年でさえ，なお

29種の乗用車と23種のトラック，26種のオニト

バイが製造されていたとされている(口)。

　このように，ナチス期には，軍需品および軍

需関連の代表的な工業部門を中心に大量生産が

強力におしすすめられ，そのなかで規格化・標

準化の取り組みも一層強方かつ組織的に行われ

１
Ｑ
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Ｏ
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るようになっできたのであるが，こ=こでは,‥こ

のような規格の利益は，資本主義的生産の状況

の下では十分に利用されることができ心かった

とされているにとに注意しておかねばならない。

一方では規格化は資本主義的=競争の限界につき

あたり，他方では最新の科学技術の水準ぺのそ

のたえまない適応が常に行われているわけでは

なく,=それは技術進歩を制限さえしたとされて

いる。/このことはどりわけファッシズムの戦時

生産の諸年度にみられたとされている。規格化

の活動の強行は原料，機械および労働力の困難

な状況によって不可避的に現れてきたのであっ

た。厳格な定型の制限は新規建設への諸可能性

を消し去り，そして専用機械の配置を制限した。

「定型の排除」は利益のあがJる生産方式への努

力に対応したものであっただけではなく，戦争

経済の諸条件のもとでの経済的諸困難の結果で

もあった。製品プログラムのそのような縮小が

必ずしも大量生産の必要性にあっていなかった

ことは，必要であることがはっきりとするはず

であった場合には，定型の削減のさいには,十

「平和の計画化」が考慮に入れられねばならず，
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　　向は各企業によって大きく異なっており，その設
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表10　1929年および1930年のドイツ規格委員会による開発途中および

　　　　最終的に有効と認定されたドイツエ業規格数　　　　　＜

領　　　　　域

開発途中のもの
最終的に認定され

有効とされたもの

1929年 1930年 1929年 1930年

1.一般的な基本規格および技術的

　　な基本規格

2.バルブおよび取り付け備品

3.ガス溶接業

4.建設業

5.図書館

6.事務所および製図用具

7.蒸気ボイラー

8.鉄道

9.びん

10.コンベア

11.鋳物製作

12.家庭経済

13.起重機

14.トランク

15.能カテストおよび負荷テスト

16.家具

17.ミシン

18.写真

19.ピアノ産業

20.パイプライン

21.タイプライター

22.溶接

23.原料

24.製靴業

25.路面電車

26.機械的動力伝達機

27.計量器および検査機器

28.水力タービン

29.工具

30.工作機械

31.機械工業一般

32.加熱プラント

33.呼吸機器

34.請負専門業

35.園芸

36.光学

37.鋳造技術

18

88

68

　3

　１

　4

　3

　5

16

　2

　1

　2

　1

　3

　3

81

　3

15

50

　3

　1

59

14

30

　1

22

91

73

　1

　3

　1

　2

　3

　5

10

　2

.2

2゛

3

3

82

　3

18

43

3

1

75

17

35

　5

　3

　1

　5

　4

　4

297

　34

　14

332

　4

　3

　27

　1

　2

　52

・16

　1

　3

　6

　4

　2

127

　26

　5

　86

　8

　１

　24

　1

　5

207

　36

326

321

49

14

352

　4

　3

　30

　3

　1

　2

　65

　16

　1

　2

　3

　6

　4

　2

128

　26

　5

117

　8

　9

　25

　1

　5

222

　36

332

合　　　　計 475 522 1,650 1,792

（出所）:R.A.Brady,　ｏｐ.cit.√p. 429
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表11　1929年および1930年のドイツ規格委員会による開発途中および

　　　最終的に有効と認定されたドイツ専門工業規格数

領　　　　　域

開発途中のもの
最終的に認定され

有効とされたもの

1929年 1930年 1929年 1930年

1.炭鉱

2.化学装置

3.印刷業

4.鉄道車両製造

5.電機

6.自転車製造

7.消防技術

8.精肉店用機械

9.材木加工機械

10.映画技術

11.自動車工業

12.病院

13.農業

14.機関車

15.航空機

16.検査機器

17.全国的な購買明細書

18.繊維工業

19.測量技術

20.レントゲン技術

103

　7

　1

　12

　89

　21

　25

　14

　31

　45

　54

118

12

18

56

　8

　2

92

4

7

40

25

14

53

36

50

78

18

22

61

　8

134

　67

　5

　64

267

　17

　19

　10

　10

　7

218

　14

　19

371

33

12

　2

35

171

　70

　6

　71

337

　44

　19

　10

　10

　7

210

　26

　32

416

41

16

　3

53

　2

合　　　　　計 475 522 1,650 1,792

（出所）:idid, p.430

向は各企業によって大きく異なっており，その設

備を２倍以上に増大させた企業とならんで薄価を

維持することがほとんどできなかった企業もみら

れたとされている。=自動車製造およびオートバイ

製造の代表的な企業は高投資を行っていたが，こ

のような企業としでは，ダイムラー・ベンツおよ

びア下ラー・クレイヤー，さらにMSU,ヴデンデ

ラー, B.M. W,ハノマークなどをあげることが

できるとされている。 Vgl. G.Keiser・B.Benn-

ing, Kapitalbildung　und　Investitionen in

der deutschen Volkswirtschft 1924 bis 1928,

Ｖｉｅｒtelj･ａれｒfie/tｅｚｕｒ Ｋｏｎｊｕnktｕｒfoｒchｕｎｓ,

Sonderhefte 22, Berlin, 1931, S. 57.このよ

うに，自動車工業では，フォード・システムの導

入による労働組織の合理化と同様に，設備投資に
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　根づく根本的な技術的革新の導入を本格的におし

　すすめたのは一部の大企業に限られていたことに

　注意しておく必要があるだろう．　十

(62)　ｖglレH. Weiss√a. a.しＯ｡S. 23.

(63)　R.A.Brady, op. cit ., p. 156.　　ニ

(64)　西牟田祐二｢軍需企業としてのダイムラー＝

　　ベンツ社－ダイムラー＝ペンツ社の成立と展開

　ニ(四)｣『社会科学研究』ﾀﾞ(東京大学)，第39巻第１

　号, 1987年８月，!50ページ． 1920年代の合理化

　の時期のドイツ自動車工業においては,∇このよう

　トなアメリカ車の流入による競争の激化とそれにと

　　もなう自動車市場価格の低下という厳しい市場の

　諸条件のもとで，この時期の大量生産への移行の

　ための固定資本投下を通じて形成された生産力装

　置が遊休化せざるをえず，そめ結果，こうし穴投
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表12　ドイツ機械製造業における1925年の就業者規模別の企業数および就業者数

企　業　数 就業者数
　全企業数に

占める割合(％)

全就業者数に

占める割合(％)

就業者1－10人の機械製造企業 4,198 22,061 24.0 2.8

就業者11-25人の機械製造企業 2,240 32,600 12.8 4.1

就業者25人を超える機械製造企業 3,800 700,000 21.7 87.9

修　理　工　場 7,260 41,331 杜5 5.2

合　　　　　計 17,498 795,992 100.0 100.0

（出所）：ibid, p. 143.

　　いて類似した部品に対して制定された規格と非常

　　に簡単に，またしばしば対立することになるかも

　　しれない，としている。ibid, p. 149.

（81）　Ｂ玉auecker, Wege und Moglichkeiten

　　der Rationalisierung, 2 Jahrg-ang, S.749-
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　　17.
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1983,コS. Illト　　〉………万:　　……………l　j　　…… …ﾉ……十十:……………j＼=∧ｿﾞ]……'∧ﾚﾚ……ｹﾚｿﾞﾉ=]∧∧＞☆ﾚ……1I.:

▽der Akademie der Wissenschaften derDDR,

　＼ａ, ｄ.　０.パS.27　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

(119)　Vgl.]Ｅｂｅｎｄａ, S.91,…………………　十　　　犬

(120)　Ｖｇx√Ｅｂｅｎｄａ√S,9↓つ2‥　‥‥‥‥‥‥I　　　　……

(121) Vgl.〉Ｅｂｅｎｄａ,一回.92ヶ==……………j………………万……2ﾅﾚ:･･JT7･jj………:……j･=.:.,Jj.･..1

(122)　Ｖ前方benda, S.92^3………………万……………十:…………∧∧………J……:..･lyI=･..2.1:

(123)∧犬島隆雄丁両大戦間のドイプ自動車工業(2)－　;ﾄ……＼万ｹ……∠＼六万……ノ……ダ

　　とくにナチス期のモニタ=リゼーショツについで７｣□……………＼＼√ル=…………=万Jとくにナデ1ス期のモータヤリゼーショツ･についてＴ｣＜…………＞………ﾉ………ﾔ｡:…………=づ=………:………1

『愛知大学経済論集』ニ(愛知大学),∧第127号, 199レノ:=……:=…………=………j…………j]/………=……I°11JI=:j,::

年12月ﾄ
I
μ3ペー丿参照。

…………　……………:…………………∧十万……J……………Jﾄ…………j]ﾚ===jj:J1万万;

(124)▽同論文, 145ページ=．…………………＝　　し

（125）　ＶぱＬＥｂｅａｄａ,S.93-4√……………………

（126）　Vgl, J. Radkau, Tec片戒k〉･in Ｄｅｕtｓch.･ｌａｎｄ

　・vom18. Ｊａｋｒｈｕｎｄｅｒi biｓ Ｅｕｒ･Ｇｅｇｅｎｉｏａ.皿……Ｆ.r-.･

　　ankfurt amﾀﾞMain, 1989, S.279………………

（i27）.こ:め点七ついて,/筆者.はすで･･にテ･でラし∧･シ．

　　ステムφ導入とレフア・システふへめその修正の

　問題に限定玉て考察を行つでいるよ=前掲抽稿

　「1920年代にお廿るドイツ合理化運動とアメリカく

　　的管理方式･の導入Ｔテイラニ｀．ダシステみの導入

　　とレフスア・シ不テムを中心に＼一丿（I）√(n)を

　　参照さ‥れ=たい．ノ　　・.･..･..･　　　･･･.･･　・.・　.・
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